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（
宜
直
説
明
）
嘉
永
五
年
九
月
逍
頓
堀
竹
田
の
芝
居
．
て
、
長
門
太

夫
が
大
阪
へ
戻
っ
た
記
念
興
行
が
あ
り
、
三
十
年
来
の
大
賞
り
て
あ

っ
た
と
云
は
れ
ま
す
。
翌
六
年
―
―
一
月
若
太
夫
芝
居
．
て
子
供
首
振
芝
居

の
興
行
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
子
供
太
夫
、
子
供
三
味
線
を
配
し
、
長

子
太
夫
が
其
座
頭
と
し
て
迎
〈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
一
部
か
ら

批
難
が
起
つ
て
、

長
子
太
夫
が
師
匠
の
長
門
太
夫
に
相
淡
を
し
ま
し

た
腐
、

長
門
は
前
例
を
引
用
し
て
無
事
に
納
め
た
と
巾
し
ま
す
。
窃

異
は
天
保
二
年
卯
の
五
月
角
の
芝
居
に
於
け
る
『
採
歌
舞
伎
打
交
興

行
』
の
番
附
．
て
あ
り
ま
す
（
中
遷
巴
氏
所
漉
）

以
下
は
木
谷
蓬
吟
氏
若
五
枇
竹
本
涸
太
夫
薬
の
六
十
年
よ
り
抜
莱

（
前
略
）
そ
の
初

H
に
先
つ
て
、
一
部
か
ら
批
難
の
終
が
湧
き
上
つ

た
。
そ
れ
は
本
格
の
太
夫
が
、
歌
舞
伎
の
舞
盗
へ
川
る
こ
と
は
品
格

を
傷
つ
け
、
太
夫
の
名
腕
を
沿
す
も
の
だ
と
い
ふ
の
．
て
あ
っ
た
。
こ

の
攻
撃
の
矢
面
に
立
っ
た
長
子
太
夫
は
困
り
切
っ
た
一
陀
の
賜
係
者

と
共
に
、
師
匠
長
門
太
夫
の
意
見
を
叩
い
た
。
長
門
日
く
、
天
保
二
年

に
藍
玉
の
組
太
夫
が
人
形
吉
田
千
四
と
共
に
栂
玉
歌
右
衛
門
に
坪
年
前

を
勤
め
さ
せ
、
日
向
島
の
段
を
角
の
芝
居
．
て
上
派
し
た
前
例
が
あ
る
、

勿
論
役
者
を
人
形
と
見
倣

L
て
物
を
言
は
さ
す
、
泄
璃
瑠
を
語
る
分

に
は
何
等
差
支
へ
は
な
か
ら
う
と
、
事
理
町
白
の
意
見
に
反
封
側
も

一
言
も
な
く
無
事
に
初

H
を
開
け
る
事
が
出
来
た
。
（
以
下
略
）
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七
月
十
三
日
の
都
新
聞
紙
上
に
安
藤
君
は
盲
東
京
の
文
業
フ
ア
ン
は

常
に
季
節
的
に
最
悪
の
條
件
の
基
に
、
観
賞
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
宿

命
に
あ
る
事
を
論
じ
て
居
た
。

全
く
同
感
で
有
る
。
特
に
私
た
ど
は
遠
隔
の
僻
地
に
住
む
闘
係
上
、
三

日
目
、
四
日
目
の
文
業
座
通
ひ
は
可
成
の
苦
痛
で
"
-
日
位
は
必
ヤ
健
康

を
害
す
る
日
が
有
っ
た
。
學
校
を
エ
ス
ケ
ー
プ
し
て
新
富
座
の
大
入
場

に
、
営
時
二
十
五
錢
の
辮
掌
を
買
ふ
金
さ
へ
削
い
て
入
場
料
に
替
へ
た

昔
を
息
ふ
と
ぶ
木
京
の
師
匠
連
が
絹
上
布
に
白
足
衣
の
美
服
に
、
最
貨
の

御
連
中
と
冷
変
酒
で
談
笑
の
内
に
観
梵
す
る
太
平
無
事
た
姿
を
見
出
す

事
は
餘
り
い
＼
氣
は
し
た
い
。

安
籐
君
よ
餘
り
に
文
業
を
怒
る
た
。

君
は
私
よ
り
十
五
歳
の
年
少
で
あ
る
、
人
形
浮
瑠
璃
の
死
に
水
を
取

つ
て
貰
ひ
た
い
と
思
っ
て
る
君
に
、
君
の
怒
り
文
章
を
讀
む
時
私
の
心

は
妙
に
暗
い
。

フ
ア
ン
の
心
は
弱
い
「
あ
と
何
年
の
壽
命
だ
ろ
ふ
」
「
年
に
一
度
の
東

上
だ
」
と
思
ふ
と
｀
二
十
餘
年
前
の
自
分
と
何
等
の
雙
化
も
た
＜
四
日

間
を
楽
し
く
通
ひ
績
け
た
。
出
し
物
の
不
満
も
｀
土
佐
太
夫
．
吉
兵
衛

古
靱
太
夫
の
辮
慶
上
使
は
、
此
の
前
の
歌
舞
伎
座
で
痰
病
直
前
の
不

出
来
に
引
換
へ
、
此
の
度
は
近
年
に
た
い
美
墜
で
あ
っ
た
°
此
の
人
の

御
所
三
は
、
地
味
で
「
鎌
倉
殿
の
難
題
を
…
…
」
の
様
た
瓜
他
の
人
で
聞

く
と
平
凡
無
味
た
箇
所
で
思
案
に
く
れ
る
辮
慶
を
色
濃
く
出
す
の
と
｀

信
夫
の
落
入
り
の
邊
に
素
直
た
哀
寂
感
を
出
す
の
が
特
色
で
あ
る
。
共

れ
と
此
の
度
は
「
懸
人
も
驚
き
て
」
以
下
の
エ
エ
H

を
踊
ら
た
い
の
が

清
六
と
の
新
演
出
で
あ
る
、
成
程
と
敬
服
す
る
。

只
故
先
代
清
六
在
世
帝
国
時
に
比
し
て
幣
量
の
衰
へ
を
か
く
す
為
か
＂

下
の
昔
で
云
ふ
箇
所
が
多
く
｀
其
の
為
辮
慶
が
剛
快
味
を
訣
き
。
如
何

に
も
陰
氣
た
の
を
難
と
す
る
°
榮
三
の
辮
慶
は
流
石
に
玉
蔵
よ
り
動
か

た
い
で
味
が
有
る
。

津
太
夫
の
寺
子
屋
は
簡
素
，
古
風
に
サ
ラ
／
＼
語
る
の
を
長
所
と
す

第

齋
回

友
次
郎
畜
仙
糸
、
吉
瀕
、
無
き
寂
し
さ
も
何
時
か
忘
れ
て
、
近
年
に
た
き

古
靱
太
夫
の
快
調
と
、
人
形
使
ひ
の
一
人
も
訣
け
て
た
い
の
を
喜
ん
で

居
る
、
昔
た
が
ら
の
自
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

文

柴

座

通

ぴ

四

H
間

七
月
ー
―
-
B
見
物

藤

拳
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一
時
代
前
の
義
太
夫
を
認
く
感
が
心
氣
よ
い
。

綱
造
の
絃
は
腕
の
強
さ
は
現
役
中
第
一
人
者
だ
が
、
情
味
の
感
じ
ら

れ
た
い
の
を
難
と
す
る
°
然
し
此
れ
は
紋
下
を
弾
く
最
高
峰
と
し
て
の

殿
正
た
枇
評
で
、
先
日
の
東
京
連
の
妹
背
山
の
三
味
線
た
ど
に
比
す
れ

ば
大
人
と
子
供
程
の
差
で
あ
る
。

玉
蔵
の
松
王
は
愁
嘆
場
で
扇
を
落
し
て
鼻
紙
を
使
ふ
件
が
面
白
い
。

文
社
郎
の
千
代
も
待
ち
合
せ
の
件
が
人
形
獨
特
の
技
巧
で
面
白
い
。
榮

三
の
源
蔵
は
「
打
て
ば
響
け
の
内
に
は
夫
婦
」
で
下
手
柱
に
よ
る
件
が

他
の
人
に
た
い
甘
さ
で
あ
る
°
政
亀
の
戸
浪
は
手
拭
を
使
ひ
過
ぎ
は
し

た
い
か
し
ら
。

綴
太
夫
の
酒
屋
は
未
だ
か
つ
て
出
逢
っ
た
事
の
無
い
程
、
め
す
ら
し

＜
竪
を
痛
め
て
居
て
不
振
だ
っ
た
。
新
左
衛
門
の
絃
は
昔
も
撥
も
小
さ

い
が
相
愛
ら
す
い

4
昔
色
で
あ
る
。

綴
太
夫
は
新
方
衛
門
を
相
三
味
線
と
し
て
あ
く
ま
で
離
さ
た
い
貼
が

偉
い
。
新
左
衛
門
も
高
齢
七
十
四
歳
右
の
耳
が
悪
い
と
臨
く
、
其
れ
た

ら
ば
太
夫
が
方
側
に
座
つ
て
獨
特
の
形
で
語
っ
て
後
泄
の
芙
談
と
し
た

い
も
の
だ
。
私
は
冥
険
に
此
の
設
を
雨
師
に
建
策
す
る
。
人
形
は
玉
次

郎
の
宗
岸
が
傑
作
で
あ
る
。
此
の
人
も
今
度
が
最
後
か
も
紐
れ
た
い
。

新
織
太
夫
の
逆
櫓
は
新
境
著
し
く
、
此
の
逆
寵
は
津
太
夫
系
で
た
＜

故
禰
太
夫
系
で
あ
る
。
絃
の
新
圏
六
も
腕
は
強
し
，
昔
は
よ
し
、
三
絃

新
進
中
の
偉
材
で
あ
る
。
私
は
泄
評
に
反
し
て
此
の
二
人
の
文
楽
復
座

を
喜
ぷ
も
の
で
あ
る
。
要
は
早
く
古
靱
を
脱
却
す
る
様
精
進
し
て
欲
し

ぃ。 る＂

若
手
連
か
け
合
の
妹
背
山
の
道
行
は
期
待
が
多
き
過
て
面
白
く
た
か

っ
た
。
此
の
場
の
人
形
も
平
凡
で
あ
る
。
次
の
壺
坂
，
此
の
人
形
も
つ

ま
ら
た
い
。

榮
三
の
澤
市
は
口
三
味
線
の
件
を
立
留
つ
て
演
る
。
然
し
此
れ
は
圏

平
が
歩
き
た
が
ら
演
る
様
に
、
手
を
附
け
た
と
私
は
聞
い
て
る
。
此
れ

は
榮
三
の
思
ひ
違
ひ
で
は
た
か
ら
ふ
か
°
小
泉
君
の
御
意
見
は
如
何
゜

次
の
連
獅
子
は
観
覧
税
。

日
吉
丸
稚
櫻
，
小
牧
山
城
中
の
段
、
中
、
相
生
太
夫
、
道
八
、
弾
く
太

夫
の
一
人
で
も
有
る
間
は
、
死
ぬ
ま
で
高
座
は
隠
退
し
た
い
と
批
語
す

る
道
八
老
に
私
は
敬
意
を
表
す
る
。
其
の
絃
も
丁
寧
過
る
難
は
あ
っ
て

も
美
し
く
手
強
い
°
此
の
人
も
七
十
四
歳
の
高
齢
で
あ
る
。
若
い
人
は

注
目
傾
認
し
て
や
っ
て
欲
し
い
。

文
業
の
二
の
菱
り
は
此
虞
へ
来
て
始
め
て
勢
氣
が
出
て
来
る
。

私
は
世
評
と
反
封
に
津
太
夫
の
小
牧
山
の
切
り
を
典
深
く
臨
い
た
。

時
代
に
捨
て
ら
れ
か
4
る
此
の
浮
瑠
聘
の
大
時
代
、
大
廿
た
趣
向
は
津

太
夫
の
朴
訥
、
雄
大
、
無
器
用
た
藝
に
よ
っ
て
世
に
出
た
感
が
深
い
。

共
の
五
郎
助
も
手
強
く
、
大
き
い
、
私
は
津
太
夫
四
つ
の
出
し
物
中
此

れ
を
取
る
。

第

――
 

回

七
月
六
日
見
物

人
形
は
榮
三
の
松
右
衛
門
が
良
く
＂
植
四
郎
を
持
上
げ
て
上
座
に
た

を
す
件
た
ど
人
形
獨
持
で
あ
る
°
壽
式
三
番
斐
と
閣
子
賣
は
観
覧
税
で

あ
る
。
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人
形
は
ダ
、
五
郎
の
お
政
が
非
常
た
傑
作
で
あ
る
。
と
も
す
る
と
品
位

を
訣
く
此
の
入
の
肩
は
中
し
物
中
、
藝
質
に
合
つ
て
居
る
。
最
初
の
酔

閥
た
ど
特
に
見
事
で
あ
る
。

古
靱
太
夫
の
堀
川
は
野
崎
村
と
共
に
世
話
物
中
の
一
・
-
＊
佳
作
で
あ
る

害
置
き
の
件
の
獨
持
の
甘
さ
、
「
亦
明
日
」
の
味
の
あ
る
い

4
方
｀
特
に

此
の
度
は
典
次
郎
の
言
葉
に
色
々
新
し
い
試
み
が
あ
っ
た
。

一
例
が
、
お
俊
を
呼
ぶ
件
に
、
始
め
は
ト
ン
狂
た
大
墜
で
二
度
目
を

小
墜
で
二
度
に
云
ふ
件
等
で
あ
る
。
唯
「
戸
口
を
明
く
れ
ば
走
り
行

く
」
は
私
は
反
封
で
あ
る
。
在
来
の
「
走
り
よ
る
」
に
し
た
い
。
あ
の

場
合
家
中
の
騒
動
を
氣
す
か
つ
て
る
お
俊
が
、
典
次
郎
に
戸
口
を
あ
け

ら
れ
て
逃
げ
C
行
く
筈
が
た
い
。
私
の
無
謀
た
獨
断
に
よ
れ
ば
、
岡
田

翠
雨
氏
の
揖
津
大
採
へ
の
忠
告
か
ら
後
泄
此
の
型
が
出
来
た
の
で
は
た

か
ら
ふ
か
。
私
に
は
「
走
り
行
く
」
は
＂
お
俊
が
懸
人
が
来
て
る
の
で

は
す
か
し
い
と
云
ふ
意
味
に
聞
へ
て
反
弼
で
あ
る
。
安
藤
君
あ
た
り
、

此
の
説
は
如
何
゜

榮
―
―
一
の
典
次
郎
は
不
感
服
で
あ
る
。
お
俊
と
栂
親
と
の
會
話
中
飯
を

食
ふ
の
は
悪
落
ち
が
来
て
淫
瑠
璃
の
邪
魔
に
た
る
。
菊
五
郎
で
も
吉
右

衛
門
で
も
、
典
次
郎
は
あ
す
こ
で
素
直
に
二
人
の
話
を
聞
い
て
る
だ
け

で
あ
る
。
待
ち
合
せ
に
す
る
程
の
仕
草
で
も
あ
る
ま
い
か
ら
省
略
に
か

ぎ
る
。此

度
の
大
隅
太
夫
で
は
赤
垣
出
立
を
取
る
よ
り
外
は
た
い
。
私
の
最

資
の
大
隅
の
ス
ラ
ン
プ
も
可
成
長
い
。
共
の
相
三
味
線
が
芳
之
助
、
道
八

寛
次
郎
、
廣
助
と
轄
々
す
る
の
も
最
資
に
と
つ
て
は
不
安
此
上
も
た
い
。

加
賀
見
山
藉
錦
籟
の
草
履
打
の
段
は
岩
籐
が
呂
太
夫
の
日
だ
っ
た
。

此
れ
は
仲
々
の
上
出
来
で
叶
の
糸
も
よ
か
っ
た
。

此
の
場
の
人
形
は
仲
々
結
梢
で
｀
櫻
花
爛
漫
た
る
鶴
岡
社
頭
に
岩
籐

尾
上
が
腰
元
と
日
傘
を
さ
し
て
並
ん
で
る
幕
開
き
は
、
歌
舞
伎
に
比
し

て
如
何
に
も
原
始
的
で
味
が
深
く
~
人
形
美
を
い
ぢ
り
こ
は
し
て
居
た

い
方
の
第
一
の
も
の
と
云
へ
る
。

「
い
や
か
」
で
岩
籐
が
人
形
の
女
形
に
は
め
す
ら
し
い
可
愛
ら
し
い

足
を
出
し
て
下
座
の
太
鼓
の
年
日
で
極
る
件
も
面
白
い
し
。
幕
切
れ
に

「
明
日
は
我
身
も
消
て
行
く
」
で
尾
上
が
腰
元
の
肩
に
打
ち
の
め
さ
れ

た
様
に
も
た
れ
て
本
つ
り
が
這
入
る
°
懐
か
ら
紫
の
布
に
つ

4
ん
だ
草

履
を
出
し
て
見
て
泣
き
た
が
ら
籠
に
ス
ー
ツ
と
入
っ
て
し
ま
ふ
幕
切
れ

も
味
深
い
も
の
が
あ
る
c

其
れ
に
先
代
玉
蔵
の
死
後
全
然
女
形
を
使
は
た
く
た
っ
た
榮
一
ー
ー
が
、

文
五
郎
が
お
初
に
川
る
闊
係
上
か
＂
尾
上
を
使
ふ
の
は
政
亀
の
岩
藤
と

共
に
此
れ
も
今
年
が
最
後
か
と
の
感
も
手
偉
つ
て
貴
重
に
見
物
し
た
。

次
の
廊
下
は
綴
太
夫
新
左
衛
門
で
非
常
た
傑
作
だ
っ
た
。
綴
太
夫
も

こ
ん
た
端
場
を
語
る
と
如
何
に
も
平
日
の
太
夫
ら
し
い
味
が
あ
っ
て
い

4

特
に
腰
元
が
廿
い
。
弾
正
も
結
構
で
あ
っ
た
。
新
左
衛
門
の
糸
も
義
太

第

回

＊
器
晩
成
居
士
、
も
う
そ
る
／
＼
晩
成
に
済
手
し
て
頂
き
た
い
も
の

だ。
此
の
人
形
は
平
凡
で
あ
る
。

七
月
九
日
見
物
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夫
節
畜
＿
＿
＿
絃
の
最
後
の
立
端
場
弾
き
の
特
長
を
心
行
く
ば
か
り
に
褻
揮

す
る
貼
｀
官
に
水
際
だ
っ
て
居
る
。
土
佐
太
夫
、
文
業
を
去
っ
て
綴
太

夫
の
端
場
は
共
の
帯
屋
に
於
け
る
六
角
堂
が
最
終
か
と
思
っ
た
の
に
、

今
日
の
廊
下
を
認
い
た
事
を
喜
ぶ
。

古
靱
太
夫
の
長
局
は
始
め
て
臨
い
た
が
，
尾
上
が
一
人
舞
豪
に
た
っ

て
か
ら
の
後
段
に
た
つ
て
、
品
物
は
小
さ
く
て
も
紋
下
ら
し
い
藝
質
を

預
露
す
る
。
特
に
此
度
の
様
た
腺
に
難
の
た
い
時
に
此
の
感
が
深
い
。

津
太
夫
の
沼
津
は
哀
へ
の
少
し
も
無
い
の
が
背
た
が
ら
に
焙
し
い
。

此
の
度
は
平
作
が
玉
次
郎
で
た
＜
門
造
だ
が
、
結
構
だ
っ
た
。

次
の
大
江
山
の
戻
橋
は
観
覧
税
。

松
竹
大
好
物
の
揮
州
合
邦
ケ
辻
下
の
巻
は
，
前
半
が
相
生
太
夫
。
道

八
、
後
半
が
織
太
夫
、
園
六
の
日
だ
っ
た
。
道
八
の
絃
は
新
左
衛
門
と

反
劉
に
、
間
を
要
す
る
時
代
物
を
弾
い
て
る
時
最
も
特
色
が
出
る
。
先

日
の
妹
背
山
の
大
判
事
の
出
の
様
た
場
合
が
共
れ
で
あ
る
。
先
日
東
京

で
．
滑
水
町
と
松
葉
屋
以
上
の
妹
背
山
を
臨
い
た
が
、
道
八
の
は
亦
其

れ
以
上
で
あ
る
。

相
生
太
夫
も
進
境
が
見
へ
て
媒
し
い
。

先
日
私
は
某
氏
か
ら
意
外
た
—
—
ュ
ー
ス
を
認
い
た
。
新
織
太
夫
は
玉

手
御
前
は
最
後
ま
で
俊
徳
丸
を
懸
し
て
居
る
。
即
ち
邪
懸
を
精
算
し
て

死
ぬ
と
の
新
解
繹
だ
と
の
事
で
あ
る
。

私
は
全
く
睦
然
と
し
た
。
暗
然
と
し
た
。
共
れ
た
ら
ば
古
靱
帥
の
身

邊
は
釜
々
寂
し
い
。

園
平
の
合
邦
の
猛
練
習
に
卒
倒
し
た
＿
―
-
代
目
大
隅
太
夫
は
迷
府
で
此

第

四

回

れ
を
聴
い
た
ら
再
び
卒
倒
す
る
だ
ら
う
。
皮
肉
に
も
共
の
織
太
夫
が
合

邦
の
後
半
を
語
る
の
で
あ
る
。
私
は
電
報
用
紙
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
て
息

を
詰
め
堅
唾
を
呑
ん
で
玉
手
に
臨
き
入
っ
た
。
天
、
幸
に
も
有
望
の
新

人
を
捨
て
給
は
す
、
無
事
に
語
り
終
っ
た
。
私
の
眼
の
中
に
は
光
る
も

の
が
有
っ
た
。
私
は
、
つ
ば
め
太
夫
を
熱
愛
す
る
田
中
煙
亭
翁
に
「
ッ

バ
メ
、
シ
ス
」
と
電
報
を
打
た
す
に
演
ん
だ
の
で
あ
る
。
織
太
夫
よ
，

東
京
市
外
、
世
田
ケ
谷
に
田
中
坪
亭
あ
る
事
を
忘
れ
給
ふ
た
。

間
六
に
は
，
＿
―
-
代
目
清
六
の
「
玉
手
は
氣
丈
の
身
が
ま
へ
」
以
下
段

切
れ
ま
で
の
レ
コ
ー
ド
を
認
く
事
を
お
勤
め
す
る
。
人
形
は
合
邦
に
限

り
小
兵
吉
の
合
邦
に
榮
ー
―
一
の
玉
手
御
前
，
或
は
玉
次
郎
の
合
邦
に
。
小

兵
吉
の
玉
手
御
前
で
見
た
い
希
望
を
私
は
常
に
持
つ
て
居
る
。

七
月
十
一
日
見
物

咋
年
九
段
目
抜
き
の
忠
臣
蔵
を
出
し
て
東
京
の
素
義
連
中
か
ら
う
ん

と
お
小
言
を
食
べ
た
為
か
、
此
の
度
は
一
、
二
、
五
と
七
を
牛
分
抜
い

て
九
段
目
、
打
入
り
と
通
し
て
出
し
た
。

お
客
様
の
御
注
意
は
何
で
も
承
り
ま
す
＂
た
ど
と
表
面
甘
い
事
は
云

ふ
も
の
4
，
素
人
の
云
ふ
事
た
ど
は
馬
耳
東
風
で
。
頑
固
、
自
尊
の
興

業
師
の
此
の
度
の
狂
言
の
建
て
方
は
素
直
過
ぎ
て
笑
止
の
感
が
深
い
。

が
何
に
し
て
も
結
構
た
事
で
あ
る
。

―
―
一
段
目
で
は

111造
の
師
直
は
咋
年
の
榮
三
よ
り
敵
役
に
使
ふ
の
を
一

興
と
す
る
。
紋
十
郎
の
判
官
は
師
直
の
悪
口
の
間
箕
妙
に
平
服
し
て
居

る
の
は
お
か
し
い
、
一
考
を
要
す
る
。
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義
太
夫
の
方
で
演
る
「
御
酒
参
っ
た
」
の
前
に
演
る
笑
を
、
歌
舞
伎
で

は
言
葉
の
後
で
演
る
。
此
れ
は
先
人
研
究
家
が
誰
も
書
い
て
居
な
い
と

思
ふ
か
ら
特
に
附
記
し
て
置
く
。
菊
五
郎
だ
と
怒
氣
を
お
し
か
く
し
て
、

ふ
る
へ
な
が
ら
の
笑
が
殺
氣
立
つ
て
見
物
に
通
つ
て
美
事
で
あ
る
。

裏
門
は
榮
―
―
一
の
勘
平
、
文
五
郎
の
お
軽
，
共
に
哀
艶
切
賓
な
人
形
美

を
見
せ
る
。
此
度
の
文
五
郎
で
は
お
翻
と
お
政
が
代
表
的
た
結
構
さ
で

あ
る
。
あ
の
段
切
れ
の
人
形
獨
特
の
足
拍
子
も
、
二
人
の
中
一
人
訣
け

て
も
，
梅
幸
に
死
な
れ
た
利
左
衛
門
、
菊
次
郎
に
死
た
れ
た
菊
五
郎
に

た
る
の
か
と
思
ふ
と
、
亦
し
て
も
、
文
楽
の
愛
好
者
は
別
れ
に
行
っ
て

や
っ
て
望
し
い
様
な
氣
が
す
る
。

四
段
目
で
は
最
貨
の
大
隅
、
亦
し
て
も
ヱ
ラ
ー
の
様
な
氣
が
す
る
、

「
も
の
也
」
た
ど
甘
く
た
い
。

此
の
場
の
人
形
は
面
白
く
な
い
、
玉
蔵
の
石
堂
な
ど
立
役
ら
し
く
た

い
感
が
あ
る
。

小
兵
吉
の
郷
右
衛
門
は
忠
臣
蔵
人
形
中
の
傑
作
で
、
此
人
が
不
遇
の

内
に
造
詣
の
深
さ
を
見
せ
る
役
と
し
て
感
服
す
る
が
｀
花
献
上
の
座
る

位
置
の
九
太
夫
の
下
手
＂
郷
右
衛
門
の
上
手
は
お
か
し
い
と
思
ふ

c
「
後

に
績
い
て
斧
九
太
夫
」
の
文
章
は
出
て
来
る
説
明
の
文
章
で
、
座
席
の

説
明
で
は
無
い
と
思
ふ
が
如
何
。

嗅
人
形
の
力
蒲
は
由
良
之
助
の
小
刀
を
持
ち
そ
へ
た
り
、
段
切
れ

に
顔
世
の
手
を
引
い
た
り
色
々
の
仕
事
を
演
る
、
使
ふ
榮
三
郎
亦
箕
妙

に
使
つ
て
居
る
。
霞
ヶ
闘
の
段
は
観
覧
税
で
あ
る
。
時
間
節
約
の
為
た

ら
食
つ
て
し
ま
ふ
に
限
る
。
我
等
は
何
時
も
此
虞
の
太
夫
に
氣
の
手
坪
で

た
ま
ら
な
い
。

榮
三
も
老
齢
で
あ
る
。
あ
の
く
だ
ら
た
い
引
込
み
は
休
ま
せ
て

A
き

た
く
思
ふ
。

六
段
目
身
賣
り
の
段
。

誰
の
を
臨
い
て
も
勘
千
が
来
て
か
ら
少
し
も
シ
ン
ミ
リ
し
た
い
。
婆

の
「
指
切
れ
髪
切
れ
」
の
ホ
ロ
リ
と
す
る
言
葉
も
甘
く
語
っ
た
の
を
聞

か
た
い
。

古
靱
太
夫
の
六
段
目
。
一
二
宅
周
太
郎
氏
は
、
古
靱
太
夫
の
四
段
目
は

買
つ
て
る
が
六
段
目
は
買
つ
て
居
た
い
。
が
私
は
古
靱
の
六
ツ
目
は
四

ッ
目
と
共
に
非
常
た
傑
作
だ
と
前
か
ら
思
っ
て
居
る
。

忠
臣
蔵
が
出
る
と
何
虞
を
あ
て
が
は
れ
て
も
得
を
す
る
の
が
古
靱
太

夫
で
、
土
住
太
夫
と
津
太
夫
は
何
慮
を
あ
て
が
は
れ
て
も
得
色
が
出
た

い
様
た
氣
が
、
私
は
背
か
ら
し
て
居
る
、
（
但
し
士
佐
の
お
軽
は
結
構
）

今
度
の
六
ツ
目
た
ど
は
非
常
に
結
構
だ
と
思
ふ
。

お
か
や
の
「
あ
ん
ま
り
あ
き
れ
て
」
や
「
殺
さ
れ
た
事
じ
や
ま
で
」

勘
平
の
「
は
つ
と
ば
か
り
に
」
や
「
熱
湯
の
汗
を
流
し
」
郷
右
衛
門
の

「
情
け
な
き
は
」
と
「
理
を
資
む
れ
ば
」
此
の
六
箇
所
が
此
の
度
の
小

新
演
出
と
云
ひ
得
る
と
思
ふ
。

七
段
目
は
大
省
略
で
語
る
太
夫
に
氣
の
平
毎
た
の
で
評
た
し
。

人
形
も
由
良
助
は
い

L
所
を
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
氣
の
手
毎
で
あ
る

平
右
衛
門
は
九
太
夫
を
差
し
上
げ
た
人
形
獨
特
の
大
時
代
た
見
得
が

面
白
い
が
、
赤
い
哀
塊
の
見
え
る
の
は
目
ざ
わ
り
で
困
る
。
其
れ
と
玉

幸
の
平
右
衛
門
は
義
太
夫
の
文
句
よ
り
仕
草
が
早
過
る
様
に
思
ふ
u

ー（ 6
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八段目は義太夫道行中の王座を占めるものの一っ、何とし

ても此の太樟節の合奏を聞く事は愉快至極である。

此虞で私は一説がある。新左衛門のやうた文業中最もい4

脊色だが一寸少音である人を連れ弾のクテに使ふ事は，競<

方の側から見ると不経清の様た氣がしたいでもたい。

然しこれは若手のお稽古豪としてと云ふ建前からたらば共

れは亦別問題である。

津太夫の九段目。

此の人の九段目を共の沼津の如く、最も津太夫の長所の出

る語り物と云ふたらば、一寸私は反鉗である。私ども素人で

も其の至難中の至難とする前半の約束、後半の語り場`共の

ロ偉は色々に聞かされて居る°然し`二代、一二代の越路`大

隅さへ聞かぬものが、共の能書だけならべても仕方がない。

大正十二年秋ょ越路急休による初役以来、最も多く此れを上

演して居る櫓下の＂此の度の東京に於ける一生一代を聞くペ

く私は日参した。特に其の千秋業は、初日に大出来の理由で知

遇に報ゆる為か近江清華氏を招待したさうである。私は此れ

を藝界の一佳話として讀者に紹介したい。

藝人は己れの藝を雉る人の為に線一」を捧げて欺しい。津太

夫の今日ある誠に此の善き藝術感に因をたしてる為であらふ

御座なりばかり云つて、説憐ばかりあてにする藝人の末路

程不便たものはない。

此の度は本馘はもう玉次郎には使へたいと見へる、寂しい

東 暑

辮墨 京 中市京 御

橋厖 見

挽木 舞

玉閃

松翡も
太？

業且似旦

ー（

事
で
あ
る
。

九
段
目
の
段
切
れ
は
歌
舞
伎
が
め
ち
ゃ
／
＼
に
胃
漬
し
て
居
る
為
か

人
形
浮
瑠
璃
の
其
れ
は
美
し
い
。
文
在
郎
の
戸
無
瀬
が
本
蔵
の
落
入
り

に
姿
を
泊
す
事
も
私
は
老
齢
故
に
深
く
其
れ
を
貢
め
た
い
。

然
し
こ
れ
は
七
十
一
歳
の
高
齢
で
常
に
幕
ご
と
出
す
張
り
に
大
役
を

持
つ
て
る
為
に
で
あ
る
。

決
し
て
偉
い
人
形
使
ひ
は
共
の
特
横
が
有
る
と
云
ふ
為
で
は
断
じ
て

な
い
。文

業
座
附
の
老
人
連
よ
。
身
閥
を
大
切
に
来
年
も
＂
一
人
も
鋏
け
す

上
京
す
る
様
に
、
私
は
心
に
祈
つ
て
一
人
寂
し
く
八
王
子
行
の
終
電
車

に
乗
っ
た
。

今
に
も
降
り
出
し
そ
う
た
｀
星
ー
つ
見
え
た
い
空
合
だ
っ
た
。
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竹

本

津

太

夫

絃

鶴

澤

網

造

個
名
手
本
忠
臣
蕨

津
太
夫
の
九
段
目
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
記
憶

の
好
い
我
等
は
よ
く
覺
え
て
ゐ
る
。
昨
年
文
楽

一
座
が
東
上
し
た
時
、
最
終
興
行
に
、
忠
臣
蔵

を
出
し
、
こ
れ
が
都
合
で
七
段
目
の
茶
屋
場
ま

で
を
演
じ
、
山
科
を
出
さ
た
か
っ
た
為
め
に
、

東
都
浮
曲
愛
好
家
、
津
太
夫
フ
ア
ン
の
人
々
は

忠
臣
蔵
を
出
し
て
九
段
目
を
臨
か
さ
た
い
の
は

法
に
あ
ら
す
，
怪
し
か
ら
ん
と
，
騒
ぎ
出
し
た

事
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
津
太
夫
は
、
あ
る
最

資
筋
に
弼
し
て
陣
謝
し
、
賓
は
「
本
」
ま
で
用

意
し
て
来
た
の
だ
が
，
會
註
の
都
合
で
や
れ
た

く
た
っ
た
，
来
年
は
必
ら
す
御
希
望
に
副
ひ
ま

文

業

紋

下

11
山
科
の
段
＂
ー

〔
六
月
一
日
〕

せ
う
＂
と
い
ふ
ー
つ
話
が
残
さ
れ
た
ほ
ど
、
賞

今
、
浮
曲
界
に
於
て
、
九
段
目
を
語
る
太
夫
は
、

我
が
津
太
夫
師
に
卜
ゞ
メ
を
刺
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
ー
ー
後
に
判
っ
た
が
、
そ
の
約
に
違
は
す

七
月
東
上
の
文
業
で
は
、
津
太
夫
の
山
科
が
出

た
の
で
あ
っ
た
ー
ー
さ
て
、
ラ
ヂ
オ
で
は
？
時

間
制
限
の
闘
係
か
ら
、
奥
の
本
蔵
の
出
よ
り
段

切
り
ま
で
を
語
ら
れ
た
。
己
笠
脱
ぎ
捨
て
＼
し
づ

く
と
…
・
:
」
ぁ
＼
我
が
津
太
夫
！
「
案
に
違

は
す
拙
者
が
首
＂
聟
引
出
に
欲
し
い
と
な
、
ム

、
、
ハ
、
、
」
の
笑
ひ
の
大
き
さ
。
腹
の
強
さ

ょ
。
力
頭
の
槍
に
肌
骨
を
突
か
れ
て
か
ら
の
、

例
の
悲
痛
た
物
語
、
主
人
の
欝
憤
•
…
•
•
以
下
、

確
か
に
堪
へ
る
°
彼
の
時
平
の
七
笑
ひ
、
加
藤

の
平
毎
酒
の
大
笑
ひ
と
共
に
所
謂
三
笑
ひ
と
稲
さ

れ
る
難
物
も
、
何
の
苦
も
た
＜
゜
充
分
に
津
太

夫
フ
ァ
ン
の
溜
飲
を
下
げ
さ
せ
た
。
絃
の
網
造

師
．
例
に
よ
っ
て
弾
き
ま
く
り
／
＼
｀
逹
者
た
撥

鎌
倉

l_
＿
代
記

第
二
放
送
の
演
藝
時
間
は
。
主
と
し
て
國
民

精
神
的
の
教
化
に
資
す
る
材
料
を
撰
ぶ
と
い
ふ

建
前
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
物
語
、
講
談
．
浪

曲
、
琵
毯
等
々
々
、
何
れ
も
艶
つ
ぼ
い
も
の
そ

の
影
を
ひ
そ
め
、
所
謂
修
養
、
美
談
を
豪
め
ら

れ
。
中
に
は
騎
背
も
無
い
も
の
ま
で
臨
か
さ
れ

る
御
時
世
。
そ
の
見
地
か
ら
＇
~
と
い
ふ
と
少

し
堅
過
ぎ
る
が
、
こ
の
三
代
記
は
ど
う
あ
ら
う

が
、
時
姫
を
主
と
し
た
前
半
＂
親
に
背
い
て
焦

が
る
4
殿
御
、
果
て
は
父
時
政
を
討
つ
て
見
せ

う
な
ど
＂
随
分
以
て
ヒ
ド
過
ぎ
る
品
物
で
は
た

前

因

會

長

竹
本
津
賀
太
夫

絃

鶴

澤

紋

左

衛

門

ll_＿
＿
浦
別
れ
の
段

n

〔
六
月
七
日
〕

昔
に
。
太
夫
と
は
別
々
の
あ
た
り
構
は
ぬ
…
…

イ
ヤ
そ
れ
で
好
い
の
で
も
あ
ら
う
が
、
酬
つ
て

お
も
ふ
、
大
開
に
於
て
津
太
夫
師
も
や
4
行
留

り
か
，
と
も
す
れ
ば
詞
尻
り
が
下
つ
て
、
ハ
ッ

と
お
も
は
せ
る
個
所
が
無
い
で
も
無
か
っ
た
事

を
附
加
へ
て
置
か
う
。

ー< 8
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い
だ
ら
う
か
、
そ
の
賓
は
、
戦
國
の
な
ら
ひ
と

あ
っ
て
、
シ
カ
モ
佐
々
木
は
冥
田
、
三
浦
は
重

成
の
雙
名
で
あ
る
と
い
ふ
、
戦
術
機
略
縦
横
と

申
せ
ば
＂
や
＼
緩
和
さ
れ
る
次
第
で
あ
る
が
、

た
ど
4
我
等
一
應
野
暮
を
申
し
て
お
い
て
、
全

く
の
虚
、
久
し
振
り
の
津
賀
さ
ん
、
頗
る
期
待

し
て
ス
ヰ
ッ
チ
を
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
さ
れ

ば
風
雅
の
歌
人
は
・
:
・
:
」
か
ら
三
浦
の
出
、
持

つ
て
生
れ
た
艶
は
、
引
退
後
の
今
日
、
た
ほ
少

し
も
哀
へ
す
、
「
ヤ
ア
三
浦
様
か
と
駈
寄
つ
て
、

抱
起
さ
ん
も
大
男
」
た
ど
水
の
滴
れ
る
や
う
。

◎
 

「
ム
ヽ
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
時
姫
ど
の
」
の
三
浦
の

ヽ

◎

詞
畜
恩
ひ
も
の
も
は
不
要
で
あ
る
。
大
し
た
事

で
は
た
い
が
，
是
非
津
賀
さ
ん
あ
た
り
の
大
家

は
本
文
通
り
に
願
ひ
た
い
。
全
閥

1

斯
う
し
た
誤

り
は
津
賀
さ
ん
に
は
多
い
や
う
に
お
も
は
れ
て

た
ら
た
い
。
「
お
寝
顔
た
り
と
』
や
r
静
に
／
＼
』

や
「
百
筋
千
筋
』
た
ど
結
構
な
出
来
、
績
い
て

『
ど
う
や
ら
つ
ん
と
」
の
例
の
時
姫
の
口
説
き

は
無
論
、
「
ゆ
き
っ
、
も
ど
り
つ
」
も
大
に
よ
く

『
み
じ
か
よ
」
で
チ
ョ
ン
は
，
時
間
一
杯
た
が

ら
誠
に
惜
し
い
位
で
あ
っ
た
。
紋
左
衛
門
氏
の

絃
は
、
可
も
た
く
不
可
も
た
し
、
と
片
つ
け
る

我
等
の
古
靱
、
元
氣
の
恢
復
が
見
え
る
の
は

先
以
て
喜
ば
し
い
0

放
送
は
、
昨
年
忠
六
の
愛

っ
た
勘
平
腹
切
り
を
賠
か
せ
た
そ
れ
以
来
で
あ

る
。
今
夜
は
又
、
師
の
十
八
番
と
い
っ
て
も
可

い
葛
の
葉
の
狐
別
れ
で
あ
っ
て
、
ザ
ラ
に
は
認

か
れ
ぬ
語
り
物
の
、
時
間
も
恰
度
四
十
五
分
と

い
ふ
頃
合
で
あ
る
。
所
謂
世
話
時
代
だ
か
ら
、

狐
別
れ
は
厳
と
し
て
四
段
目
で
あ
っ
て
．
師
の

豊
竹
古
靱
太
夫

絃

鶴

澤

清

六

薦
屋
道
溝
大
内
鑑

ll狐
別
れ
の
段
II

文

業

頭

目

〔
六
月
九
日
〕

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
言
ひ
忘
れ
た
が
、
「
此
城

一
重
破
ら
る
＼
た
ら
」
ま
で
の
、
病
母
の
切
言

は
殊
に
力
が
は
い
つ
て
、
満
勘
も
の
で
あ
っ
た

三
浦
の
木
村
重
成
で
想
ひ
出
し
た
が
、
金
王
丸

は
、
往
年
態
々
拝
臨
に
出
か
け
た
津
賀
さ
ん
自

身
の
節
付
と
承
は
る
、
重
成
血
判
取
と
い
ふ
も

の
が
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
、
所
謂
第
二
放
送

用
と
し
て
、
至
梱
た
も
の
で
あ
ら
う
と
お
も
ふ

こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

白

石

噺

1
1

揚
屋
の
段
II

弾

語

り

竹

本

小

仙

大

阪

女

義

荘
重
な
る
音
上
の
語
り
出
し
師
に
頗
る
我
が
意

を
得
、
庄
司
の
不
審
に
、
ム
キ
に
な
っ
て
言
繹

す
る
保
名
の
置
顔
も
眼
に
見
え
る
や
う
。
「
あ
そ

こ
に
も
莫
の
葉
｀
こ
4

に
も
葛
の
葉
」
の
あ
た

り
『
童
子
が
栂
は
お
は
さ
ぬ
か
、
今
蹄
り
し
と

呼
は
れ
ば
」
な
ど
も
平
凡
に
し
て
平
凡
た
ら
す

葛
の
葉
の
『
恥
か
し
や
茂
間
し
や
』
か
ら
、
童

子
を
抱
い
て
の
身
の
上
述
懐
。
例
の
尻
上
り
の

狐
言
葉
も
＂
大
業
た
ら
す
し
て
そ
れ
に
た
り
、

そ
れ
と
判
つ
て
駈
出
た
保
名
「
た
と
へ
野
干
の

身
た
り
と
も
物
の
あ
は
れ
を
知
れ
ば
と
て
』
以

下
の
墨
み
込
む
悲
痛
の
一
節
，
地
含
と
し
て
の

受
け
場
の
少
た
い
を
、
ジ
ツ
と
締
め
て
充
分
に

段
切
り
ま
で
息
を
も
つ
が
せ
す
、
正
に
結
構
な

上
る
り
で
あ
っ
た
。
唯
だ
、
絃
の
清
六
氏
、
や
4

も
す
れ
ば
弾
き
は
や
ツ
て
、
今
ー
つ
語
ら
る
べ

き
を
、
せ
き
立
て
る
や
う
の
個
所
が
あ
っ
た
は
、

あ
な
が
ち
時
間
の
為
め
と
ば
か
り
で
は
あ
る
ま

い
、
と
惜
し
ま
る
4
事
で
あ
っ
た
。

〔
六
月
十
五
日
〕

ー（

，
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白
石
の
揚
屋
は
、
勿
論
女
義
に
は
恰
好
の
語

り
物
で
あ
り
、
叉
た
、
女
曾
我
仇
討
物
語
り
と

し
て
も
｀
所
謂
國
策
の
線
に
も
副
へ
る
放
送
的

浮
曲
で
あ
る
°
語
り
手
は
｀
管
て
も
大
阪
放
送

局
の
國
賓
と
言
は
れ
た
小
仙
さ
ん
、
近
頃
家
庭

的
に
恵
ま
れ
す
，
聞
く
が
如
く
ん
ば
，
第
二
の

夫
君
と
破
鏡
の
嘆
に
陥
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
愈

よ
藝
道
一
本
槍
で
進
み
ま
す
と
語
っ
た
と
や
ら

健
氣
に
も
悲
痛
な
心
構
へ
に
よ
っ
て
、
語
り
出

さ
れ
た
宮
城
野
信
夫
、
心
か
ら
謹
臨
致
し
た
次

第
で
あ
る
。
「
歎
き
の
中
に
も
姉
は
た
ほ
、
妹
が

背
を
撫
で
お
ろ
し
」
以
下
の
キ
キ
ド
コ
ロ
も
、

今
全
盛
を
唄
は
れ
る
花
魁
の
一
種
の
品
位
，
田

合
者
と
は
い
へ
、
純
箕
無
垢
の
信
夫
の
可
憐
さ
｀

さ
て
は
、
ド
ッ
シ
リ
と
、
曾
我
物
語
の
数
訓
も
、

情
け
の
籠
る
惣
六
の
重
み
、
始
ん
ど
間
然
す
る

虞
た
く
「
便
り
の
た
い
を
杖
柱
，
首
尾
よ
う
年

を
勤
め
た
ら
：
・
…
」
た
ど
、
近
頃
結
構
な
出
来

で
あ
っ
た
。
暉
語
り
は
、
我
等
氣
に
入
ら
ぬ
事

た
れ
ど
，
こ
の
位
の
も
の
な
れ
ば
，
そ
れ
も
逹

者
た
撥
捌
き
で
先
づ
は
堪
能
さ
れ
ら
れ
た
。

後
進
に
途
を
拓
く
、
と
い
ふ
繹
で
，
昨
年
文

槃
座
庵
看
板
を
一
揺
し
て
、
花
々
し
く
引
退
の

披
露
を
し
た
我
れ
等
の
±
佐
は
ん
、
名
コ
ン
ビ

吉
兵
衛
は
ん
と
共
に
、
役
柄
打
つ
て
つ
け
の
「
賀

こ
の
菅
原
車
場
の
段
は
、
新
聞
の
紹
介
に
よ

の
祝
」
櫻
丸
切
腹
の
段
を
マ
イ
ク
を
通
し
て
，

る
と
、
大
正
十
五
年
四
月
に
＂
相
生
太
夫
ク
テ

或
は
い
つ
か
東

K
の
機
會
で
も
無
く
ぱ
｀
営
分

で
出
た
以
来
、
二
度
目
と
い
ふ
事
で
あ
る
が
，

あ
の
枯
れ
切
っ
た
獨
特
の
妙
技
に
接
し
得
ぬ
だ

東
京
で
は
、
玄
人
太
夫
連
の
カ
ケ
合
で
、
其
後

ら
う
、
と
恩
つ
て
ゐ
た
我
等
を
堪
能
さ
せ
て
呉

一
度
出
た
や
う
に
記
憶
す
る
。
今
夜
は
第
二
放

送
の
演
藝
に
、
之
れ
を
演
出
さ
れ
、
今
の
文
柴
，
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
後
半
、
櫻
丸
の
く
だ
り
は
，

若
手
連
の
競
演
で
あ
る
。
絃
を
承
は
っ
た
松
葉
と
も
す
れ
ば
｀
悪
く
陰
氣
に
た
り
腕
ち
た
上
る

屋
の
師
匠
が
指
導
か
演
出
か
、
と
に
か
く
お
は
り
で
あ
る
が
；
士
佐
は
ん
は
、
所
謂
東
風
と
い
ふ

に
ん

や
し
を
入
れ
て
の
賑
や
か
さ
°
役
々
、
人
に
嵌
か
派
手
に
派
手
に
と
，
し
か
も
曲
の
悲
痛
さ
は

つ
て
別
段
に
甲
乙
も
な
く
、
叉
た
彼
是
批
評
を
勿
論
失
は
れ
中
、
就
中
、
白
太
夫
が
傑
作
で
あ

加
へ
る
も
の
で
も
無
か
ら
う
。
我
々
は
歌
舞
伎
っ
た
。
八
重
と
の
間
の
情
合
も
よ
く
現
は
れ
る

の
舞
豪
で
お
馴
染
の
曲
で
あ
る
か
ら
＂
ぉ
囃
子
相
王
ー
ー
と
い
ひ
か
け
て
＂
松
王
へ
の
氣
の
持

T
 文

楽

若

手

時
平
公

松
王
丸

梅
王
丸

櫻

丸

杉
王
丸

絃お
囃
子

菅
原
博
授
手
習
鑑

竹
本
長
尾
太
夫

豊

竹

富

太

夫

竹
本
播
路
太
夫

豊

竹

辰

太

夫

竹
本
さ
の
太
夫

豊

澤

廣

助

望
月
大
明
蔵
社
中

1
1
車
場
の
段
I
I

〔
六
月
十
七
日
〕

菅
原
隠
授
手
習
鑑

元

文

業

庵

竹
本
土
佐
太
夫

絃

野

澤

吉

兵

衛

11
櫻
丸
切
腹
の
段
ll

〔
七
月
一
言
口
〕

の
上
方
式
の
が
。
躙
か
珍
ら
し
い
と
お
も
つ
て

臨
い
た
も
の
で
あ
る
。

_,,. 
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八
陣
守
護
城

新
人
と
は
申
し
た
が
ら
、
嘗
て
は
文
業
に
も

居
た
と
か
聞
く
。
今
は
東
京
で
素
義
の
御
連
中

の
お
守
り
を
仕
て
、
愛
宕
山
で
試
験
を
．
＾
ス
し
"

東

京

新

人

竹
本
越
喜
太
夫

絃

鶴

澤

新

造

1
1
政
滑
本
城
の
段
II

t
方
も
充
分
畜
一
種
氣
味
合
の
白
太
夫
の
笑
ひ

も
上
乗
、
櫻
丸
と
八
重
と
の
情
合
も
結
構
た
り

「
無
理
た
事
い
ふ
手
間
で
一
緒
に
死
ね
と
コ
レ

申
し
…
…
云
々
」
の
八
軍
の
ク
ド
キ
も
．
可
憐

の
中
に
何
と
も
云
へ
ぬ
艶
が
あ
り
、
土
佐
未
だ

老
い
す
の
感
を
抱
か
せ
る
。
二
度
目
の
出
の
梅

王
も
可
し
＂
唯
だ
例
の
半
昔
に
た
る
と
時
折
外

れ
る
の
は
致
方
た
し
と
や
言
は
ん
°
我
等
は
、

そ
の
半
ば
に
至
ら
ぬ
中
，
さ
す
が
に
土
佐
だ
。

如
何
に
も
文
業
と
い
ふ
氣
分
に
な
る
、
と
敬
服

し
た
も
の
で
あ
る
°
吉
兵
衛
は
ん
の
絃
、
よ
く

太
夫
を
助
け
る
立
派
た
女
房
役
た
る
事
い
つ
も

の
如
し
で
あ
っ
た
。
イ
ヤ
此
の
虞
、
ラ
ヂ
ォ
浮

曲
の
豪
華
た
事
よ
0

〔
七
月
一
＿
＿
日
〕

大

阪

女

義

竹

本

都

太

夫

絃

鶴

澤

亀

造

日
吉
丸
稚
櫻

1
1
駒
木
山
城
中
の
段
II

竹

本

久

國

絃

豊

澤

蔦

之

助

1
1
志
渡
寺
の
段
II

所
謂
新
人
と
し
て
三
回
の
放
送
畜
爾
来
本
職
と

認
め
ら
れ
て
の
時
折
は
マ
イ
ク
に
向
ふ
°
け
ふ

日
曜
の
賽
間
演
藝
に
、
清
元
や
新
内
。
漫
談
た

ど
と
共
に
、
短
時
間
の
御
機
嫌
を
伺
ふ
次
第
「
ゆ

く
先
は
二
重
に
建
て
し
恩
惟
の
間
」
の
主
計
之

助
の
出
か
ら
だ
か
ら
＂
雛
衣
の
『
都
で
お
別
れ

申
し
て
よ
り
」
の
艶
も
臨
か
せ
る
｀
奥
の
間
、

加
藤
の
イ
バ
リ
、
鼠
の
荒
事
ま
で
＂
氣
を
よ
く

し
て
語
ら
れ
る
°
成
績
は
先
づ
中
の
上
か
、
前

夜
士
佐
は
ん
の
ア
ト
だ
け
に
、
ラ
ヂ
オ
だ
け
の

お
客
様
に
は
チ
ト
損
の
卦
0

9
・？

〔
七
月
十
四

8
〕

花
上
野
馨
の
石
碑

大
阪
女
子
因
會
の
幹
部
ど
こ
、
お
二
人
と
も

膀
鳳
老
師
の
お
弟
子
と
の
事
、
さ
す
れ
ば
、
御

雨
人
と
も
相
賞
の
お
歳
と
も
お
も
へ
、
叉
た

早
く
か
ら
斯
逍
に
勉
強
の
ほ
ど
察
せ
ら
れ
る
。

第
二
放
送
の
だ
し
物
と
し
て
も
｀
叉
た
語
り
榮

え
の
す
る
藝
題
と
も
申
さ
る
べ
く
。
志
渡
寺
は

可
ぃ
°
我
等
―
二
回
し
か
伺
っ
た
事
は
た
い
が
、

ど
う
し
て
／
＼
、
中
々
の
上
出
来
に
て
、
殊
に

源
太
左
衛
門
の
堂
々
た
る
。
ア
ノ
大
笑
ひ
の
格

に
嵌
つ
て
大
き
い
事
。
東
京
に
こ
れ
だ
け
の
男

太
夫
が
あ
る
か
ッ
て
ん
だ
~
又
た
全
閥
に
於
て

少
し
の
た
る
み
も
た
く
、
今
人
氣
の
あ
る
園
司

た
ど
よ
り
確
か
に
買
へ
る
品
物
だ
，
と
、
我
等

同
席
の
一
傍
臨
者
は
ほ
ざ
い
て
ゐ
た
、
事
ほ
ど

左
様
に
，
引
つ
け
ら
れ
た
°
乳
栂
の
お
辻
が
少

し
老
け
過
ぎ
は
せ
ぬ
か
と
い
ふ
評
も
あ
る
が
、

人
形
で
も
、
緊
し
形
で
は
あ
り
。
菅
の
谷
と
の

つ
り
合
ひ
も
あ
り
、
ア
レ
で
も
可
い
か
、
と
に

か
く
、
ま
だ
／
＼
義
太
夫
は
、
大
阪
で
あ
る
。

東

京

故

老

〔
七
月
十
九
日
〕

故
人
朝
太
夫
の
三
枚
目
と
し
て
、
朝
さ
ん
の

艶
を
承
け
つ
い
で
の
，
美
く
し
い
咽
を
疲
揮
し

て
ゐ
た
都
太
夫
さ
ん
は
，
冥
と
に
以
て
古
い
存

在
で
あ
る
。
東
京
の
玄
人
連
が
畜
不
振
甚
だ
し

ー（ 11 )-



<
｀
或
は
影
を
淡
し
｀
或
は
劇
場
の
床
に
か
く

れ
る
が
中
に
、
公
演
に
，
稽
古
に
、
近
時
更
ら

に
冴
え
返
っ
た
趣
き
の
あ
る
我
が
都
太
夫
氏
の

ラ
ヂ
ォ
進
出
は
、
臨
き
洩
ら
さ
れ
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
。
数
化
主
義
に
よ
る
第
二
放
送
の
演
藝
に
｀

日
吉
丸
の
奥
を
出
し
た
語
り
物
も
、
常
を
得
て

ゐ
た
。
よ
し
、
師
の
特
意
の
艶
物
は
，
む
し
ろ
そ

の
前
半
で
あ
る
と
は
い
へ
『
せ
め
て
別
れ
に
に

し
／
＼
と
顔
見
て
死
に
た
い
我
が
夫
と
」
や
「
髪

の
結
ひ
や
う
か
ざ
り
ま
で
、
幾
千
代
祝
ふ
丈
長

も
」
な
ど
、
い
つ
も
な
が
ら
，
若
々
し
い
美
音

心
ゆ
く
ば
か
り
の
も
の
が
あ
っ
た
°
殊
に
「
母

も
思
ひ
に
正
閤
た
く
』
の
一
句
の
如
き
，
ち
ょ

つ
と
餌
似
手
も
た
い
妙
技
で
あ
っ
た
。
更
ら
に

師
の
冴
え
返
っ
た
努
力
は
、
五
郎
助
の
言
葉
の

「
ホ
、
オ
＂
推
最
の
如
く
」
か
ら
堂
々
と
し
て

シ
カ
モ
蔭
腹
の
五
昔
の
調
子
ま
で
。
ど
う
や
ら

都
太
夫
氏
と
は
思
へ
ぬ
ま
で
の
イ
キ
で
、
故
人

小
イ
高
の
舞
豪
を
想
は
せ
た
°
唯
だ
「
半
座
を

わ
け
て
相
待
っ
べ
し
、
ア
ヽ
恭
い
、
ア
レ
聞
い

た
か
娘
•
•
•
…
で
は
な
い
コ
リ
ヤ
…
·
:
」
を
｀
娘

で
切
つ
て
。
更
ら
に
「
娘
で
は
た
い
』
と
重
ね

た
の
は
＂
や
は
り
最
初
だ
け
で
、
冠
せ
る
や
う

に
•
•
•
…
で
は
な
い
コ
リ
ヤ
ー
|
と
ゆ
く
方
が
よ

く
は
無
か
ら
う
か
°
限
切
の
ノ
リ
地
は
、
今
一

卜
息
派
手
に
活
氣
を
つ
け
ら
れ
た
か
っ
た
が
、

近
年
メ
キ
／
＼
と
腕
を
上
げ
て
来
た
文
之
助
改

め
組
造
氏
の
絃
と
相
侯
つ
て
、
お
も
し
る
い
事

で
あ
っ
た
。
最
後
に
『
照
ら
す
は
月
の
熊
本
に

清
正
宮
（
ぐ
う
）
と
」
が
＂
と
も
す
れ
ば
女
義

な
ど
の
、
消
正
公
（
こ
う
）
と
聞
え
る
の
を
は

。

つ
き
り
宮
と
本
文
通
り
だ
っ
た
の
も
｀
些
事
た

が
ら
＂
焙
し
い
事
の
ー
つ
で
あ
っ
た
。

暑

中

御

見

舞

跨山跨世花

舞 見 御 中 暑

松讐旦御 電話大森利 東京の心葉

＊んご た癖悶 ヶ BU 濱海
電話や

森八ー崎 地天簗の
二’―^―旅 八海

猛平 な番館 忌岸鶴
-( 12)-



＊
演
舞
場
て
、
竹
本
津
太
夫
師
の
榮
屋
を
訪
れ
る

と
、
殿
母
太
夫
師
が
敷
個
の
歴
草
入
を
列
べ
て
ゐ

る
虞
だ
、
手
に
取
っ
て
は
見
な
い
が
、
金
具
と
云
へ

指
と
云
（
、
い
づ
れ
も
古
物
．
て
珍
ら
し
さ
う
な
も

の
。
津
太
夫
、
殿
母
太
夫
、
短
年
入
、
此
の
封
照

が
何
ん
と
も
言
へ
ぬ
古
風
て
面
白
く
思
っ
た
。
そ

の
時
、
裸
の
津
太
夫
師
は
、
立
て
浴
衣
に
繹
幣
を

キ
チ
ン
と
締
め
て
、
そ
れ
か
ら
挨
拶
を
さ
れ
た
。

古
靱
太
夫
師
は
、
例
の
通
り
扇
子
を
前
に
置
い

て
の
謹
厳
な
挨
拶
振
り
。
呂
太
夫
師
の
榮
屋
を
覗

く
と
、
師
は
今
し
も
高
座
か
ら
下
り
て
部
犀
へ
戻

っ
た
虞
、
先
づ
肩
衣
を
取
り
捨
て
A

汗
を
拭
き
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
肩
衣
も
そ
の
ま
4

あ
の
大
き
な

＊
演
舞
場
て
の
文
築
て
、
東
京
の

某
人
形
遣
ひ
が
、
大
き
な
欠
伸
を

し
た
り
、
前
の
人
の
椅
子
に
頭
を

う
つ
ぶ
し
た
り
し
て
ゐ
た
の
は
見

憎
い
事
．
て
あ
っ
た
。

＊
居
留
守
を
使
ふ
や
う
な
下
等
の
紳
士
は
義
太
夫

界
に
は
無
い
が
、
居
留
守
程
厭
な
も
の
は
な
い
。

一
層
の
こ
と
『
今
は
忙
し
い
か
ら
』
と
断
ら
れ
る

方
が
、
ど
ん
な
に
氣
持
ち
が
よ
い
か
知
れ
ぬ
。

＊
顔
が
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
か
ら
挨
拶
を
し
よ
う
と

す
る
と
、
先
方
て
ヒ
ョ
イ
と
顔
と
そ
ら
し
て
見
ぬ

振
り
を
す
る
人
が
あ
る
。
み
ん
な
承
知
を
し
て
を

つ
て
自
ら
ツ
ば
く
れ
る
人
の
心
理
が
、
判
斯
に
苦

し
む
。

＊
若
い
人
が
義
太
夫
の
評
を
書
く
と
『
生
意
氣
な

何
が
わ
か
る
も
の
か
』
と
来
る
、
老
人
だ
と
『
年

寄
の
癖
に
』
と
い
ふ
わ
け
に
な
る
。
何
し
ろ
『
あ

な
た
の
今
度
の
何
々
は
…
…
云
々
』
と
言
っ
た
と

い
ふ
の
て
、
電
車
か
ら
御
自
分
の
奥
さ
ん
を
引
き

身
膿
を
キ
チ
ン
と
座
つ
て
久
濶
の

挨
拶
°
流
石
に
奥
床
し
い
こ
と
．
て

は
あ
る
。

づ
り
下
ろ
し
た
と
い
ふ
話
の
あ
る
世
の
中
。

＊
引
退
な
り
、
襲
名
な
り
、
そ
の
披
露
の
記
事
ゃ
寓

慎
を
掲
載
し
て
貰
ひ
た
い
総
め
に
、
新
聞
又
は
雑

誌
社
へ
、
番
組
だ
け
を
郵
便
て
ぷ
ン
と
放
ふ
り
込

ん
て
そ
れ
て
い
4

も
の
と
心
得
、
後
て
記
事
の
書

き
方
が
少
な
い
と
か
、
宮
箕
も
載
せ
な
い
と
か
い

ふ
藝
人
が
多
い
中
に
、
観
西
翁
師
は
遣
を
ふ
ん
だ

鄭
重
な
挨
拶
、
藝
界
は
斯
う
あ
る
べ
き
こ
と
。

＊
『
太
枠
』
は
温
厚
過
ぎ
る
、
も
う
少
し
ビ
リ
ピ

リ
と
や
る
が
よ
い
と
御
鞭
齢
下
さ
る
の
て
、
少
し

ば
か
り
温
厚
を
破
る
と
、
人
の
書
い
た
も
の
て
も

恨
み
を
う
け
る
、
不
思
議
に
堪
え
な
い
。

＊
何
ん
に
も
闘
係
の
な
い
輩
が
、
自
分
の
事
の
や

う
に
方
を
て
怒
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
話
を
聞
い
て

『
江
戸
の
仇
を
長
崎
．
て
討
つ
』
と
い
ふ
諺
を
思
ひ
出

し
た
。

＊
某
師
と
某
紙
と
の
間
に
間
題
が
起
っ
た
時
、
み

ん
な
カ
ン

l
＼
に
怒
つ
て
、
某
紙
の
購
讀
を
拒
絶

す
る
と
ま
．
て
駿
い
て
、
其
後
一
人
も
断
っ
た
者
が

な
い
。
『
太
枠
』
は
お
と
な
し
い
か
ら
何
ん
に
も
言

ヘ
ぬ
と
思
っ
て
、
賜
讀
を
拒
絶
す
る
な
ん
て
い
ふ

の
は
『
弱
い
者
い
ぢ
め
』
と
い
ふ
も
の
、
そ
れ
は

よ
く
な
い
事
だ
、
と
某
老
師
の
談
。

ー（ 13 )-



近

乃
木
狩
軍
美
談
録
『
讃
岐
國
金
倉
寺
妻
返
し
松
の
段
』
は
、
嘗
時
陸
軍
中
狩
．
て
あ
っ
た

将
軍
が
、
明
治
冊
一
年
十
月
三

H
丸
籠
十
一
師
圏
の
閣
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
時
の
出
来

事
て
｀
吉
野
菊
次
郎
氏
の
原
作
を
●
竹
本
叶
太
夫
師
が
補
筆
並
に
作
曲
さ
れ
た
も
の
て
あ

る。
義
太
夫
の
三
味
線
は
逍
行
ゃ
景
事
物
を
始
め
、
一
段
の
う
ち
に
弾
き
所
が
い
く
ら
も
あ

る
か
ら
、
其
他
の
個
所
は
太
夫
を
補
佐
し
て
出
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
鱈
義
太
夫
の
衰
微

は
、
一
二
昧
線
を
聞
か
さ
う
と
す
る
傾
き
が
あ
る
の
で
、
無
闇
に
弾
き
ま
は
す
総
め
に
、
大

切
な
義
太
夫
の
文
句
が
消
え
て
し
ま
ふ
こ
と
が
一
つ
の
由
因
を
な
し
て
ゐ
る
。

三
味
線
を
聞
く
な
ら
ば
、
長
唄
も
清
元
も
あ
っ
て
そ
れ
て
足
り
る
。
義
太
夫
は
断
然
威

彩
を
放
つ
て
、
人
情
の
美
を
語
る
の
て
、
従
末
の
演
題
は
云
ふ
ま
．
て
も
な
い
が
、
こ
の
『
妻

ほ
っ
言
り

返
し
松
』
は
、
三
十
分
て
凡
て
が
明
瞭
と
分
か
る
、
そ
の
貼
に
於
て
は
、
浪
花
節
の
如
き

を
凌
駕
し
て
頗
る
大
衆
向
き
て
、
近
末
の
傑
作
て
あ
る
と
思
ふ
。

＇
ヽ
'
,
1
i

、
,
1
ー
し
＇
ー
ー
1

ー
、
'
1
ー
1

ー
ー
ー

1
~

厩
に
沿
る
時
津
風
，
八
州
の
浦
の
朝
霞
、
い
で
そ
の
頃
は
、
御
稜
威
輝
く
、
明
治
天
皇
の
御
代

江清華氏談

金讃 乃
倉岐木

寺國 朋
軍

妻美

返録談

し

松

之

段

舞 見 御 中 暑

写疇臼 竹
竹 本
古

津靱
太 太

夫 夫
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何と申しやして宜敷いか，誠にハー恐れ入りやす。時に日一那様、ッカン事をお聞き

申やすが、軍人様は嘘をつかぬと申しやすが、本嘗で御座いやしよか、コレハとん

だ質問ぢやのふ、軍人は元より、人は二枚舌を遣はぬがよろしい、シタが櫂作殿、

何やら繹がありさうだな，構はすばお咄しなさい、臨かせて貰ひませう。デハお詞

にあまへ、ぶしつけたがら身のK咄しを、一寸御聞き下さいやせ、モわしは不仕合

せで。子供二人を茂して．女房に死別れやしてから。男の手―つで、兄と妹を育て

上やしたが、兄の方は日清戦争に、名養の戦死を致しやした，共後チ妹娘とニク人

で、貧しい中にも業しう暮しておりやしたが、昨年の夏わしが。フト大病に柚り、

舞

写註臼

竹

呂
太

夫

日清の役に偉動を桐てし、陸軍中将JJ木希典閣下は。香川縣普通寺に戦後増設の`

新第十一師圏長として。三十1年十月三日、命を拝して程近き、四國七十六番の攀

場，金倉寺に間借して早一年セ、従卒小笠原、馬丁鎌次郎の男泄帯，質索の程ぞ賢

けれ、抹を肩に百姓櫂作、畑ケ調子の墜高に、鎌さん／＼、と馬Tを呼べど答へも

たし，墜聞き付て、どなたですか、と座敷膵子引明けて、木綿利織の紋付に、小倉

袴の乃木将軍，馬丁も従卒も今留守だが、ヤコレは将軍様でごぜェやすか、わしめ

は植作でござへやす、いつもの味を持て参りましたが、直々お目にか4りましては

恐れ入ます、イヤ／＼`軍服で職に就けば師園長だが、此なりでは個人の乃木だ、

君と何等の褒りはない`マア橡に腰をおろしなさい、アよい秋日和で結構ぢやのふ

さて改めて御證をいふ、毎日味を澤山頂戴して誠に有難う、イヤ／＼勿閥ない、罰

が営りやす`世間には日清戦争で、大儲けをした人逹が、別荘を建たり`着るに。

喰ふに、贅澤の限りを盛しておりやするが、夫れに引かへ将軍様は`此お寺を恨住

居、木綿衣類で勿閥ない事だと，村中でお噂を申てをりやす、アイヤ／＼、夫れは

人々の氣質によるものだ畜私は軍人だ`軍人は質素を旨とせよと、お上の仰だ、知

足以自誡。とアレアJ額に書てある通りだ、私は是で満足なのである、ヤコレハ又

見 御 中 暑

竹

本

録

太

夫
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ハツと氣の付櫂作は、我に返りて、且那様、とんだ長咄しを致しやして、御免下さ

りやせと、味を肩に厩の方、いそ／＼として立て行く、後に将軍不典顔、眉をひそ

めて獨り言、腕軍に慢心して、聞きしにまさる風紀の素れ、現在部下の将校が、有

まじき藝者遊び、情けたき限落やと、深き思ひに沈みしが、有合ふ硯引寄て、何や

らさら／＼書く虐へ、使用清せて従卒が、只今鯰りました、と手をつけば、ヲ、小

笠原か、シテ鎌次郎は、ハイ、今一緒に飩りましたが、厩へ参りました、左株か、

鱗る早々氣の手毎だが、此手紙を、副官葦原中佐殿に届けてくれ`さうして中村中尉

を同道して蹄れ、ハイ、と手紙を受取て、師圏へこそは急ぎ行く、折に邸には見馴

れざる、人品高き一人の婦人、東を立てはる／＼と、汽車や汽船人力の、車の旅の

疲れをば。ものともせすに夫の安否、いかゞと案じ善通寺，師園で零ね金倉寺畜御

舞 見

写幽

澤

廣

助

ミ警者や築の入費がかさみ。僅かな貯金も使ひ果し、身寄りの者述はたく。モゥ絶

劉絶命。死ぬるのを待っ計りでありやしたが、娘が申やすには、自分の身を賣て、

其お金で入院をして、本復して下はれと、留めても留らす、泣いて申やすので、不

便たがら死ぬ上りつらい思ひをして、終に丸組で藝者に致しました、そのお庇げで

私は全快を致しやしたが、貧乏の悲しさ、いまだ娘の身受けも出来す、不甲斐なさ

を歎いておりやす、虞に此間、娘が蹄つて申やすには畜とつ様喜んで下せい、妾の

夫が極りやした、と申しやす、仔細を聞けば、結構過ぎた咄しで＂共相手のお人は

此善通寺の陸軍中尉様だとの事、ナニ馬鹿な`中尉様ともあらふお方が、お前の婿

たどにたつて下さる筈がない、是はてつきり編されてゐるのだ、と申してやりまし

たが書今のお詞によりますと、或は本嘗で御座ゐやしようかナ、と無心に語る植作

の、詞の節々胸に釘、打たる＼思ひ将軍は、暫し詞もなかりしが、色目見せじと茶

を呑み千し、ムヽ、そして娘さんの名は．ハイ、きょ、藝名は清香と申しやす、其

中尉の姓名は、ハイ中村直人とか申すお方、と聞て将軍屈托の`恩案顔なる有様に

御 中 暑

鶴

澤

道

八
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堂
を
拝
し
い
そ
／
＼
と
、
哀
玄
闘
に
訪
れ
て
、
お
頼
み
申
ま
す
／
＼
、
と
い
ふ
墜
に
、
住
持
立
出

で
｀
ど
た
た
で
ご
ざ
る
。
御
遠
慮
な
う
お
這
入
下
さ
い
、
と
氣
安
ス
立
に
言
は
る
4
儘
、
デ
ハ
お

許
し
下
さ
り
ま
せ
、
と
内
へ
這
入
て
一
證
し
、
始
て
お
目
に
か
4
り
ま
す
、
妾
は
孵
と
申
ま
し
て

乃
木
の
妻
で
ご
ざ
い
ま
す
、
此
度
は
岡
ら
す
＂
、
王
人
が
御
世
話
に
た
り
ま
し
て
、
有
難
う
存
じ
ま

す
、
と
し
と
や
か
な
挨
拶
に
、
和
尚
驚
き
頭
を
下
げ
、
コ
＞
ハ
／
＼
、
奥
様
で
あ
ら
れ
ま
す
か
、

愚
僧
は
此
寺
を
預
か
る
、
松
田
俊
良
と
甲
す
者
で
ご
ざ
り
ま
す
、
そ
こ
は
端
近
、
先
々
是
へ
と
褥

を
直
し
、
よ
う
ぞ
や
お
出
た
さ
れ
ま
し
た
、
御
遠
方
の
所
、
唐
お
疲
れ
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
、
す
ぐ

お
取
次
を
致
し
ま
せ
う
＂
と
し
づ
／
＼
立
て
お
次
ぎ
な
る
、
勝
軍
の
居
間
に
打
向
ひ
、
閣
下
に
申

上
ま
す
、
只
今
東
京
の
御
本
邸
か
ら
、
奥
様
が
御
越
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
、
と
い
ふ
や
否
＂
不
興

の
竪
に
厳
然
と
、
御
住
持
＂
そ
れ
は
何
か
の
お
間
違
ひ
か
と
存
じ
ま
す
、
家
内
に
は
、
勝
典
、
保

典
兄
弟
の
、
子
供
の
数
育
其
上
に
、
家
事
の
締
り
を
命
じ
て
あ
り
、
殊
に
我
等
軍
人
が
任
地
に
在

る
は
、
則
ち
戦
場
に
在
る
も
同
然
だ
と
。
常
々
申
聞
せ
て
あ
り
ま
す
＂
其
心
が
け
を
忘
れ
て
、
私

の
許
し
も
受
け
す
に
。
わ
ざ
／
＼
尋
ね
来
る
べ
き
筈
は
な
い
、
是
は
き
っ
と
外
の
乃
木
で
。
人
間

違
ひ
か
と
存
じ
ら
れ
ま
す
、
と
も
か
く
、
共
女
性
に
は
逢
ふ
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
追
か
へ

し
て
い
た
ゞ
き
た
い
、
と
餘
り
の
詞
に
住
職
が
、
驚
き
な
が
ら
取
成
し
て
、
成
程
、
承
は
れ
ば
御

最
も
、
去
り
乍
ら
、
い
か
に
行
通
便
利
の
世
の
中
と
は
い
へ
、
恨
り
そ
め
に
も
｀
百
七
八
十
里
の

旅
を
か
け
畜
か
よ
は
い
御
婦
人
の
只
一
人
、
は
る
／
＼
見
え
ら
れ
た
る
に
詞
も
か
け
す
＂
顔
も
見

せ
す
、
直
ち
に
追
ひ
返
さ
る
4
と
は
、
奥
様
に
討
し
、
コ
リ
ヤ
ち
と
お
同
情
が
か
け
て
ゐ
る
か
と

憚
り
た
が
ら
存
じ
ら
れ
ま
す
、
先
づ
御
面
會
を
＇
と
襖
に
手
を
か
け
引
明
ん
と
す
れ
ば
、
内
よ
り

雨
手
で
固
く
押
し
と
め
、
御
意
見
は
恭
く
感
謝
致
し
ま
す
、
乃
木
も
木
石
に
あ
ら
す
、
し
か
し
只

今
の
お
説
は
、
常
人
の
事
柄
で
、
軍
人
と
し
て
、
殊
に
師
園
長
と
し
て
、
多
く
の
部
下
を
預
か
る

身
が
、
萬
ケ
ー
に
も
、
世
間
に
誤
解
を
さ
れ
て
は
、
軍
ン
の
指
揮
に
寛
み
が
生
す
、
然
れ
ば
第
一

御
上
み
に
、
國
民
に
、
申
繹
け
が
あ
り
ま
せ
ん
、
平
に
其
儘
お
返
し
下
さ
い
、
と
信
念
強
き
筋
達

舞 見 御 中 暑

鶴
澤
寛
治
耶

鶴

澤

清

六

ー（ 17 )-



， 

， 

' 

に、逍の和尚も繰り返す、詞もた＜／＼孵子の方、取付く島もなかりけり、涙押ヘ

て手を遣へ、お住持様、皆私が心得違ひを致しました、主人の詞に無理は有ません

いろ／＼と御心配をかけまして、誠にお恥かしい此次第，どふかお許し下さいませ

有難う存じました、此上迎も主人の事を，宜敷う御願ひ致します、デハ御免下さい

ませ，と詞少く立上る、氣強き夫にさからはぬ、妻の誠に和尚はなみだ、見送られ

つぷ出る寺内、我を松にはあらねども、根本に暫し仔立て、名茂を惜みとぼ／＼と

逍が女の後髪引る＼思ひ取直し，多度津港の船宿へ、とつかは急ぎ西へ日も，傾き

かくる、共折柄。副官の命令に何事たらんと中村中尉、使ひと共に急ぎ足、橡先に

宅どまり、ハイ。中尉中村虹人であります、とおとなへば，将軍は障子を開き、小

笠原は部屋へ行け、中尉お上りたさい、ハイ御免下さい交せ、と證を厚うして座に

着けば、将軍は詞を正し、少しお喀ねする要件があるので来て貰ふた．扱早速だが

此先の丸組で藝者をしてゐる畜清香といふ者を見細つてゐるか、と意外の零ねに隠

しもたらす。ハイ。存じてをります、ム、、君は帝國の軍人たる事を。心得てゐる

だらふ，ハイ＂心得ておりまする。軍人として＂風紀を索す遊びをしてはいけない

ではないか、共上、彼と夫婦約束をしてゐるとの事だが＂本賞ならば，何か格別の

理由があるだらふ、隠さすといひなさい、と思ひがけなき詰問に、中村は赤面し"

暫し頭を下げ居たる畜や4あって、顔を上げ、閣下のお許しも鰐す、彼れと約束致

しましたるは、誠に申繹もありませんが。是には段々深い事情が有ます、甚だ失敬

で恐入ますが、一と通りお聞き下さりませ、日清戦役賞時私は、少尉として出征致

しましたが、カノ牙山の戦ひに、一小隊の兵を卒ゐて、弾丸雨霰と降りくる中を，

進めや進めと指揮の中チ、一弾飛で私の、胸部にスハ貰通と見た瞬間、一等卒山本

が面前に立ふさがり盲ばったりと倒れ伏し、見れば肩口より渾々と流る4血汐。山

本、傷は浅い咤シッカリせよと勘ませば、少尉殿＂モゥ駄目で有ます、あたたに

舞 見 御 中 暑

乙桐 桐

女竹 竹

紋
文門 十

楽 造 耶
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代つて戦死するのが名界です、と苦痛を忘れて健氣た詞、よく／＼見れば深手の有

様、コレいひ残す事はたいかと尋ねますと、年寄った父と、十七にたる妹がある、

凱旋の眺には，此よしを偲へてくれと、舌もこはばる断末魔，ヲ、山本、共事たら

引受た、安心せよと耳元で叫びますと，通じたものか私の手を握り、—ーツコリとし万幽かたがら、天皇陛下寓歳を唱へて、立派た最後を遂げました、共詞が坪に残っ

て、鹿ても覺めても忘れられません、然るに先き逹て同僚の、歓迎會に招かれ、共

席上山本に瓜二つの女がおり、若しやと思ひ問ひかけますと．不思議や閾らす、山

本一等卒の妹清香、則ち沌子で有ました，父が病氣の為に此勤めと仔細を聞ては尚

更に、命の恩人山本への義理と、共場で直ぐに決心して、夫婦の約束を致しました

しかし決してやましい事はありません、何とかして彼れの身の代を招へ，自由た骰

ダにした上で、同僚に咄したいと、秘密にした計りに'閣下にまで御心配を相かけ

何とも申繹が有ません，誠に恐入ますと、始終を語る中村中尉、冥盲面テに現はれ

たり，流石剛毅の将軍も、情には脆く感極り、流るL涙を押拭ひ、ヲヽよく判った

夫れでこそ帝國の軍人だ、死に直面していった事を固く守り、約を雙ぜぬ共箕心畜

大和民族の血はそこに、そこに流れてゐるのである，乃木も籍しい、悦ばしいぞ，

やがて月下の氷人とたり、睛れてニタ人を結婚さそふと、聞いて夢かと中村中尉畜

天にも昇る喜びの、折しも襖引明て、立出る住持俊良，委細の御咄しは、愚俯の居

間へ皆筒抜け、逍がは軍人様ぢやわい、ハヽヽヽ、幸ひ／‘，＇Hヽ虐で貰ひ合せた

藷白に、前途を御祝し申上げん、イヤナ―-、小笠原様ンも、鎌様ンも、お出たさい

ませと呼出し、サア乾盃を致しませう、目出度い／＼、寓歳／＼萬々歳，皆喜びの

顔の色，照る紅葉かや乃木の花、将軍美談の古跡の一卜つ畜人呼んで妻返しの、松

と名の付く金倉寺＂大師の徳と諸ともに語り偲へて残しける。

舞 見 御 中 暑

止代螢
宿 /Jヽ 鶴 釦茶箱

泊光田 止代根

儡楓＂；ミ 原
料 i巻 宮電観旅光 羅強
低は原冒鶴温温 下J話

付電頸話原 ホ堕胃泉 廉ー 泉車下泉 、一＿=六国-- 泉温
六テi 引園 I ii館番ル
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高
位
高
官
、
武
家
の
御
よ
そ
ほ
ひ
、
地
下
人
、
百

姓
、
町
人
、
そ
の
中
に
も
、
夫
れ

l
＼
の
家
業
の
風

俗
、
人
品
上
中
下
あ
り
、
學
文
し
た
る
人
、
文
盲
な

る
人
、
善
人
、
慇
人
、
と
い
ふ
も
敦
限
り
は
な
し
、

其
事
其
人
と
な
り
を
心
得
て
｀
、
心
得
ち
が
ひ
の
な
き

様
に
語
る
べ
し
。
臀
ば
非
人
敵
討
の
堤
の
段
、
春
藤

治
郎
右
衛
門
兄
弟
は
と
語
る
に
、
武
士
と
心
得
て
語

情
ふ
か
く
と
云
事

今
昔
耳
鳥
齋
主
人
の
盤
は
浪
花
昔
曲
研
究
古

考
家
と
し
て
其
名
廣
く
、
資
奥
銘
人
の
事
を
辮

-
‘
泄
上
に
融
通
せ
リ
。
「
文
政
の
通
人
古
太
瓶

棄
居
」
親
し
く
門
に
入
て
開
く
に
「
昔
噺
の
滋

味
理
聰
を
、
平
紙
の
端
に
書
き
と
ゞ
め
、
友
榮

初
心
者
助
け
に
も
と
」
云
々
と
あ
り
、
撰
繹
し

て
敢
て

7
夕
の
笑
祭
の
具
に
供
し
参
ら
せ
ん
っ

男
女
の
置
別
並
に

n
^
I
J

の
こ
と

れ
ば
、
非
人
小
屋
に
金
襖
を
立
れ
ば
な
ら
ぬ
な
り
。

寅
の
非
人
に
し
て
語
れ
ば
、
治
郎
右
御
門
は
な
く
な

る
な
り
。
此
段
の
語
り
に
は
、
只
文
句
に
て
其
一
通

の
繹
を
人
に
知
ら
せ
る
話
し
也
。
親
の
仇
を
討
た
う

と
お
も
う
人
の
事
を
い
ふ
は
な
し
。
な
れ
ば
深
切
に

云
ふ
て
開
す
心
に
て
語
る
ぺ
し
°
是
が
情
を
ふ
か
く

と
い
ふ
に
似
た
も
の
か
、
兎
角
筆
に
て
つ
く
し
難
し

さ
て
ま
た
、
御
殿
、
館
、
屋
舗
、
藁
葺
、
宣
、
夜
、

朝
．
晩
、
曖
か
た
、
深
夜
、
人
の
應
待
、
宜
、
急
、

喜
、
怒
、
哀
、
架
‘
氣
色
、
或
は
詞
に
な
る
と
、
詞

よ
り
他
一
う
つ
る
と
の
氣
持
肝
要
な
り
。

男
と
女
を
、
餘
り
わ
け
て
語
る
と
＇
物
巽
似
こ
わ

い
ろ
に
成
る
"
-
音
曲
と
い
ふ
事
を
忘
る
べ
か
ら
す
。

「
コ
ハ
リ
」
此
ふ
し
め
っ
た
む
し
ゃ
に
物
す
ご
く
語
る

大

阪

鐵

老

昔

曲

昔

噺

素

養

8

（
寄
）

◆ 

．
 

候 上 由 舞 見 御 中 暑

同一會女昔夫太義草浅
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事
に
も
あ
ら
す
と
心
得
よ
0

調

子

の
事
、
心
得

浮
瑠
璃
を
語
る
座
敷
ま
た
は
場
所
の
厚
狭
と
、
聴

人
の
多
き
と
少
き
と
を
考
て
、
調
子
を
取
べ
し
。
降

が
あ
れ
ば
と
て
、
狭
き
所
に
て
、
戸
障
子
を
び
り
び

り
な
ら
し
た
と
て
、
何
の
役
に
も
立
ぬ
事
な
り
。
大

き
な
膝
じ
ゃ
と
誉
め
ら
る
A

ば
か
り
な
ら
ば
、
相
撲

取
の
丸
山
を
見
て
、
大
き
な
男
じ
ゃ
と
ほ
め
た
も
同

然
に
て
、
降
の
見
せ
物
に
て
、
昔
曲
と
い
ふ
事
が
な

く
な
る
べ
し
°
よ
く

l
＼
心
得
可
被
申
候
。

馨

ら

れ

様

の

事

淫瑠璃を家業にする人は猶の事。所謂なぐ

さみに語る人にても、ひと節語るとも、笑は

れぬように語るべし。脊られるやうに語らう

とすれば、豚に慾がつきて、浮瑠璃の文句わ

からず、彼情をはすれ、ふし昔位くだけて、

本意を背くなり。何程けいこ上逹して、扱々

上手じゃ名人じゃと脊そやそうとも、葬人を

侮らす、昔を定め情をふかく語れば、聴人感

にたへ、たと（ば小昔悪降の人と雖も罷人あ

4おしい事じや、廃がやりたいといほゞ、是

も即ほめられたる詞なり。脊めると感すると

の違あり。とくとおもひ比べて見るべ●゚

間て＇バお と゜て・義太
席貸 暑ス方ち御座

ご• てまら 夫席
ざ地 かい

亜
中

ぃ鐵下きらまと
ま つも す゜ し 御
す゚ いと最 て

木づれ喜び便も 皆様 見
も ま利

この 冒渫＂倶雷門す゜て' 舞
下莱落 に草
車物つ 召一 木珀t
‘は い す一." 雷

直電 て

倶塁 三ヽ門部近ぐ 車・ 鵜< 

女
中
方
に
思
は
れ
よ
う
と
お
も
ひ
て
語
れ
ば
、
罹

瑠
璃
の
寅
骰
か
の
情
を
ふ
か
く
と
い
ふ
事
が
、
ぬ
け

る
也
。
仮
言
ば
九
仙
山
を
語
る
に
「
の
ぽ
る
ひ
ば
り

や
蹄
る
雁
」
と
い
ふ
句
、
此
文
旬
の
き
れ
い
や
さ
し

き
詞
を
此
節
に
て
膝
の
良
い
人
し
な
た
る
A

座
を
な

や
し
て
、
語
っ
て
見
る
べ
し
。
仙
人
も
ゴ
サ
ン
ケ
イ

も
姫
君
の
遣
行
の
や
う
に
な
る
な
り
、
と
く
と
思
案

し
て
見
る
べ
し
。
前
魏

q'）
と
あ
る
は
(
+
ー
）
の
誤

り
。
（
終
） 嗜

の

事

． 
浅

草

甑

象

潟

町

三

五

飯

塚

領

助

向
島
罷
吾
嬬
町
西
ニ
ノ
十
一

中

村

榮

一

郎

深
川
謳
富
岡
町
一
ノ
十
一

伊

藤

徳

次

下
谷
匿
入
谷
町
二
四
一

木

村

延

太

郎

浅
草
甑
北
―
―
―
筋
町
四
一

手

塚

隼

久

日
本
橋
匝
蠣
殻
町
一
ノ
十
一

田

邊

周

作

革

新

睦

會

暑
中
御
見
舞

’̀,＇,＇，＇ー

1
ー
・． 
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七
月
十
六
、
七
の
雨
日
午
後
一
時
よ
り
｀
竹 ▽

本
欄
は
通
信
又
は
芥
組
御
送
付
の
も
の
、
或
は
新
生

の
合
を
報
遣
す
る
も
の
て
あ
り
ま
す
。

▽
、
開
催
前
月
に
詳
繹
を
報
逍
し
た
も
の
は
開
催
後
の
記

事
を
略
し
ま
す
。

▽
特
種
の
催
ほ
し
の
外
前
置
き
を
略
し
ま
す
。

綾
秀
會
の
僻
岡
行

綾
秀
會
有
志
は
六
月
廿
七

B
欝
岡
に
遠
征
，

銃
後
家
庭
慰
安
の
義
太
夫
會
を
同
市
租
荷
町
小

林
氏
宅
に
催
ほ
し
，
翌
廿
八
日
は
吉
原
に
て
大

宮
連
と
落
合
ひ
＂
同
町
垣
野
邸
に
於
て
、
三
十

日
は
大
宮
町
富
望
館
に
合
同
大
會
を
開
催
、
頗

る
盛
會
を
極
め
た
。

（
廿
七
日
）
鈴
ヶ
森
（
綾
路
）
寺
子
屋
（
壽

瓢
）
宿
屋
（
綾
登
）
日
吉
（
龍
司
）
絃
／
綾
秀
）

（
廿
八
日
）
日
吉
（
綾
路
）
新
口
（
綾
登
）

忠
六
（
佐
七
郎
）
＋
稲
香
（
三
豚
）
寺
子
屋
（
壽

瓢
）
毛
谷
村
（
龍
司
）
酒
屋
（
柳
司
）
絃
（
綾

秀
、
龍
太
郎
）

（
舟
日
）
日
吉
（
綾
路
）
沼
津
（
供
花
）
安

逹
（
綾
登
）
忠
六
（
佐
七
郎
）
＋
稲
香
（
三
勝
）

野
崎
（
壽
瓢
）
合
邦
（
龍
司
）
絃
（
綾
秀
、
龍

太
郎
）

涌
鮮
素
義
審
木
"
-
大
會

本
角
太
夫
、
膵
生
荘
輻
雨
氏
審
査
の
も
と
に
、

ー
記
者
ー
—
‘

本
三
倶
楽
部
に
開
催
。

（
初
日
）
日
吉
（
錦
墜
゜
錦
ー
―
-
）
八
陣
（
豊

洲
栴
若
）
太
＋
（
柳
清
＇
錦
―
―
-
)
杏
掛
（
巴

丈
、
竹
子
）
忠
四
（
古
雀
、
猿
糸
）
陣
屋
（
玉

昇
、
未
定
）
儀
作
（
松
鳳
言
梅
若
）
新
口
（
秀

清
、
東
廣
）
太
＋
（
一
鳳
、
相
若
）
鮨
屋
（
登

雀
、
竹
子
）
油
屋
（
輻
若
，
梅
藻
）
中
狩
姫
（
扇

昇
，
東
廣
）
合
邦
（
キ
ン
グ
、
梅
若
）
叉
助
（
美

雀
。
猿
糸
）
長
局
（
佳
昇
，
て
つ
子
）
忠
四
（
登

鶴
｀
竹
子
）
中
入
（
以
下
無
審
査
）
赤
垣
（
富

士
，
梅
若
）
合
邦
（
lk-音
、
猿
糸
）
鰻
谷
（
園

八
、
栂
若
）
沼
津
（
質
勢
，
錦
ー
―
-
）
赤
垣
（
望

月
，
猿
糸
）
中
将
姫
（
楓
江
，
猿
糸
）
橋
本
（
吉

禰
。
猿
糸
）
陣
屋
（
清
居
，
猿
糸
）

（
二
日
目
）
太
＋
（
墨
水
、
錦
ー
―
-
)
野
崎
（
あ

か
つ
き
、
未
定
）
市
若
（
春
京
、
猿
糸
）
妙
心

寺
（
東
、
錦
ー
―
-
）
辮
慶
（
を
す
み
、
錦
―
―
-
）
忠

四
（
梅
蔀
，
士
佐
菊
）
妻
八
（
榮
司
。
猿
糸
）

合
邦
（
吟
酔
，
梅
若
）
寺
子
屋
（
美
名
登
、
梅

若
）
合
邦
（
二
引
、
竹
子
）
太
＋
（
吐
月
＂
梅

若
）
忠
五
（
南
北
，
猿
糸
）
忠
四
（
紫
扇
，
猿

糸
）
中
入
（
以
下
無
審
査
）
合
邦
（
陸
華
，
猿

糸
）
菅
四
（
錦
｀
未
定
）
合
邦
（
吉
野
，
未
定
）
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第

六

回

中

老

會

道
之
助
述
の
呑
龍
行

野
澤
道
之
助
連
は
七
月
廿
七
日
太
田
の
呑
龍

ヘ
詣
で
。
同
地
見
番
棲
上
に
於
て
義
太
夫
會
を

催
ほ
し
、
翌
廿
八
日
は
鮎
漁
で
涼
味
を
満
喫
＂

廿
九
日
鯰
京
し
た
。
語
り
物
は
左
の
通
り
。

忠
四
（
筑
波
）
忠
六
（
銀
司
）
先
代
（
喜
鳳
）

宿
屋
（
正
鳳
）
陣
屋
（
玉
賓
）
逆
櫓
（
旭
）
ー

順
不
同
。

七
月
廿
｀
廿
一
の
雨
日
午
後
六
時
よ
り
交
正

倶
楽
部
に
開
催
、
雨
夜
と
も
客
席
へ
氷
水
を
出

し
て
鵜
衆
を
も
て
な
し
た
。

（
初
日
）
組
打
（
有
明
新
兆
）
芙
濃
屋
（
越

巴
、
廣
助
）
八
陣
（
可
松
、
粂
造
）
腰
越
肱
8

茂

里
雄
、
清
助
）
新
口
（
操
．
道
之
助
）

（
二
日
目
）
本
卜
（
有
明
＂
新
兆
）
鮨
屋
（
奇

冥
和
歌
吉
）
酒
屋
（
松
玉
｀
松
四
郎
）
玉
三

（
春
和
、
粂
造
）
太
＋
（
紅
司
、
膝
鳳
）

湊
町
（
佳
美
、
猿
糸
）
鮨
屋
（
華
名
目
、
東
廣
）

七
月
廿
―
―

-
H
西
ケ
原
倶
楽
部
に
開
催
。

辮
慶
（
綾
路
）
嗚
門
（
歌
吉
）
柳
（
綾
登
）

壺
坂
（
喜
墜
）
帯
屋
（
緋
紗
斗
）
＝
―
-
代
記
（
壽

光
）
野
崎
（
壽
瓢
）
絃
（
綾
秀
．
素
女
若
、
歌

吉
｀
綾
路
）麟

無

七
月
廿
八
日
丸
の
内
電
氣
倶
業
部
に
開
催
。

姫
山
姥
（
平
茶
、
猿
之
助
）
柳
（
美
峰
。
猿

蔵
）
吃
又
（
和
瑯
令
猿
之
助
、
ッ
レ
芙
之
助
）

鮨
屋
（
國
降
、
猿
三
郎
）
本
下
（
巴
｀
猿
蔽
）

六
月
廿
五
、
六
日
釜
山
の
太
平
館
を
振
出
し

に
｀
満
鮮
巡
業
の
途
に
上
ぼ
っ
た
新
義
座
は
，

綾

滴
鮮
巡
業
の
新
義
座

名
秀

會 會
忠四（喜登＂猿糸）布四（露京。梅若）

一
暑

一 中一ツ御
木見

美舞

又.5i.. 

利

第

二

回

消

業

會

先
月
十
三
日
入
谷
倶
楽
部
で
初
會
を
催
ほ
し

た
浦
楽
會
は
、
第
二
回
を
七
月
廿
九
日
夕
よ
り

小
石
川
倶
楽
部
で
開
催
。

紙
治
（
朝
正
）
宿
屋
（
孵
子
）
新
口
（
春
子
）

組
打
（
幾
子
）
長
局
（
智
恵
子
）
湊
町
（
清
華
）

絃
（
寛
三
郎
）

廿
七
日
は
大
邸
に
開
演
、
翌
廿
八
日
朝
賑
々
し

く
京
城
に
乗
込
ん
だ
が
、
嘗
て
つ
ば
め
太
夫
脱

ー（ 23 )-



退
の
際
に
義
理
上
同
座
を
引
い
て
孤
獨
漂
然
京

城
に
渡
っ
た
豊
澤
猿
糸
の
出
迎
ひ
は
、
一
別
以

来
の
涙
ぐ
ま
し
き
光
景
に
＇
他
の
出
迎
ひ
の
人

々
の
目
を
濡
ら
し
め
た
と
い
ふ
。

一
行
は
挨
拶
ま
は
り
に
一
日
を
費
し
＂
折
し

も
廿
九
日
よ
り
防
空
演
習
の
為
め
賽
興
行
と
し

て
、
廿
九
、
舟
の
雨
日
朝
日
座
に
於
て
華
々
し

く
開
演
し
た
°
何
し
ろ
。
陣
容
一
新
改
座
後
初

め
て
の
入
城
と
て
、
前
に
も
培
さ
る
應
援
は
白

lH
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 ァノ

級

高

緑

築

落

成

熱
的
同
情
化
し
，
＋
餘
年
振
り
の
陸
路
太
夫
を

始
め
、
同
地
竹
本
錦
―
―
一
師
の
弟
叶
美
太
夫
へ
の

後
援
も
盛
ん
に
、
若
手
乙
女
文
業
の
人
氣
も
叉

素
睛
ら
し
く
、
幾
組
の
練
見
に
満
員
の
盛
況
を

呈
し
た
。
一
行
は
安
東
縣
、
撫
順
，
奉
天
と
次

々
に
巡
業
を
し
て
目
出
度
鯰
阪
，
七
月
廿
七
日

よ
り
京
都
の
朝
日
會
館
に
公
演
を
し
た
。

乙
女
文
築
の
東
上

王
子
厖
岩
淵
町
―
―
ノ
＿
一
五

0

赤
勿
騨
東
口
下
車
●
郵
便
局
裏 荘

大
東
京
嬉
會
の
鍛
練

國
家
の
盛
哀
は
國
民
の
健
康
と
否
と
に
依
る

時
焚
下
銃
後
の
國
民
精
軸
に
備
へ
、
心
身
鍛
練

の
為
め
酷
暑
の
候
も
厭
は
す
、
八
月
六
日
午
後

二
時
よ
り
淀
橋
甑
戸
塚
署
前
見
田
翔
護
士
宅
に

於
て
盛
夏
義
太
夫
大
會
を
催
す
事
に
決
定
せ

り
。
（
森
＿
―
-
好
）

賞
日
の
語
物
1
1

壼
坂
（
學
士
~
花
代
）
安
逹

―
―
-
（
快
墜
、
三
好
）
揚
屋
（
花
代
｀
箪
語
）
八

大
阪
文
業
座
桐
竹
門
造
師
指
導
の
乙
女
文
業
陣
（
喜
三
子
、
花
代
）
野
崎
村
（
文
鏡
、
花
代

は
。
去
月
新
義
座
と
共
に
満
鮮
を
巡
菜
非
常
な
連
喜
三
子
）
＿
＿
＿
腕
（
喜
＿
＿
＿
香
、
三
好
）
三
十
三

好
評
を
博
し
た
が
、
今
秋
は
久
々
上
京
お
目
見
間
堂
（
三
好
弾
語
、
尺
八
秋
道
）
沼
津
（
美
蝶
、

得
す
る
由
で
、
各
方
面
か
ら
朝
待
さ
れ
て
ゐ
る
。
花
代
）
太
＋
（
學
土
、
三
好
）

4
,
9ー
ー
ー

‘
,
1
ー
、
~
ー
ー
ー

1
,
1
,
j
'
‘

／
ヽ
／
ヽ
~
ー
ー
ー

9
ー
ー
1

ー
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豊
竹
闊
蝶
女
は
上
京
後
兄
の
家
に
居
た
が
、
六
年

前
か
ら
兄
の
家
を
出
て
虞
々
を
義
太
夫
を
語
り
ま
は

豊
竹
圃
蝶
の
行
方
（
投
書
）

其
他
各
會
も
時
折
御
開
催
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
都
度
番
組
叉
は
閉
會
後
お
ハ
ガ

キ
に
て
御
手
敷
乍
ら
お
語
り
物
の
御
一
報

を
願
ひ
ま
す
。
た
ほ
業
屋
話
た
ど
の
御
通

信
も
頂
け
ま
す
れ
ば
幸
甚
で
す
。
記
事
の

輻
続
せ
ぬ
限
り
は
、
成
べ
く
各
席
を
巡
つ

て
、
讀
者
諸
氏
の
お
催
ほ
し
を
公
千
に
『
各

席
嘗
座
帳
よ
り
』
と
し
て
褐
載
す
る
や
う

に
致
し
ま
す
が
冒
さ
も
な
い
場
合
は
、
本
―

憫
前
書
き
通
り
掲
載
洩
れ
に
な
り
ま
す
の

で
遺
憾
に
仔
じ
ま
す
。

互調會

00會
女天會

義太夫研磐會久
暑

中

保 御

田
見

舞
立-_r_.:,, ロ

鶴
つてゐるうち、十一年五月頃鈴ケ森て稽古屋

を開業したところ、駒登太夫の連中の某君が

駒登太夫を後にして同女の元へ通ひ出して非

常な力の入れ方、五十義會にも再一二出て相嘗

好評を受けてゐたが、最近行方不明となった

の．て、連中は種々尋れたが依然不明、同女は

頗るヒスて、連中の前ても某君に（中略）某

君も連中も困つてゐたものて、某君が匙を投

げた偽めから．てあらうといふ噂さ。（正會員富

岡吉五郎）

記者より11投書は都合．て短縮も抹殺も致し

ます。たほ住所氏名のなきものは没書にな

る事を御承知願ひますc

●籠花●束花●輪花◆

下
の花新願舞御

~ 電話令 サカ 谷稲荷町

特上は送暑

色・候孟店何迎中

花
廉 ・御

夕● ＾ 背

債≪ 御

． 佛見
フバ

迅へ 事口 ス

八ー •J 車芭庫 晋御．舞

弊用御ー ス
番ト 店 命見
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小吉安竹中北阿平吉岡廣高屎
後本

川田藤内澤島部野川崎 瀬島京
援誌之

どと い部、一
名都登くを 北 ろ浪円ろ 一

山盛氏ろる巴斗ー昇氏補氏六は氏廣
氏 氏 氏氏氏氏 氏氏 養：

會
西高加飛 大本小鈴本稗栗保安

田橋 石和多林木木馬原々藤 ？員
藤 か田 ロ

可可 な可可和和大里 千長都
ンヽ

~ 
松氏 遊氏 兜氏 氏め 笑氏 笑氏 氏舟 築氏 熊氏芳氏 鶴氏 平氏 昇氏

山 中乃萩宮小浮坂野根小井疋田大

下野村原本埜谷倉田本林上田口用

う 長 太 大

蒲呉乃っ武と祖索高園：：：：： 大辰嘉

生氏 勿氏 菊氏 ぼ氏 蕨氏 氏ろ 築氏遊氏 尾氏 壽氏 八氏 巽氏 龍氏 壽氏 津氏

寺柳及松 大賓田松松河原 水 鈴 松 國

岡 川本築蔵中田岡野田戸木林井

寺 部

三 有 朝 天湖光語國越 兒禍丸

幸氏明旭氏章氏 葵 氏 昇 氏 月 風 松聾巴壽雀笑氏都氏
氏 氏氏氏氏氏氏氏 I 
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h 

高岩 吉 岩猪川蹄浅錦井金細平齋木

瀬田 良木谷奈山田 田田 藤村

部蹄
川井

さ
錦

末蟻義 銀 銀 泄 奇 菊金 Jll か

操氏 成氏 若氏 雀氏 水氏 氏司 花氏 槃氏 松氏 泉氏 鳳氏 氏清 氏榮生氏 氏え

武濱田 山平菊玉鈴吉池北岡野横吉

笠 ロロ 田井池井木田田 村 田 口 井 田

み 美

宏秋司壽 壽秋松松三三 三 な三地

亮氏華氏重瓢築月築氏賓芳氏醐葵氏源氏と由句氏
氏氏氏氏氏氏 氏氏

？ 同同 同 同米國 地^ 時沼湯近白松桑高

宮 西 兼 杉武平方田井原江井岡原品

下本 廣山野 芭之 茂

杉西廣陶榮ー 静盛消消清里美一

鳳氏 紫氏 玉氏 岳氏 玉氏 昇氏 氏史 鶴氏 氏司 華氏 華氏 雄氏 蜂氏 重氏

大垣 濱横

吉田

岡島
十

八集

公氏 築氏

ー(27)-
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田

中

湖

月

氏

茶

房

『

鹿

島

館

』

を

開

店

▼

清

水

彊

生

氏

昨

年

八

月

北

支

に

て

氏

の

寅
家
戸
七
戦
死
の
総
め
、
同
氏
は
寅
家
へ
復
腎
『
山

下
』
と
改
姓
せ
ら
る
。

▼

川

口

子

太

郎

氏

若

手

會

一

入

會

゜

»
‘
、•
V

▼

竹

本

米

翁

竹

本

津

賀

太

夫

の

名

義

を

豊
竹
古
靱
太
夫
家
に
預
け
る
0

• 

▼

鶴

澤

綱

之

助

世

田

ヶ

谷

厖

太

子

堂

町

一

五一
1

一
番
地
へ
轄
居
。

▼

田

邊

秋

孝

新
睦
會
へ
入
會
u

床
世
話
睦
會
を
退
會
、
革

．．．．．．．． 

帳
・

宮中錦小

本野林

武呉錦和

蔵刃松舟
太

殿殿殿殿梓

祗

-----― 
I 

有詣
御彦弊
韓よ社
申り創御
上御立
候祝十

ひ週
の年

悶贔證
情し
を ‘
恭其
ふ後
し庁
難記

`
]
「
員
1

記
Hi.｝

、
m
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▼
皆
檬
お
暑
う
御
座
い
ま
す
。
本
鰊
は
久
々
て
叉
私

が
編
輯
を
致
し
ま
し
た
、
尤
も
伯
母
さ
ん
の
相
談
に

も
預
り
ま
し
た
が
…
…
。

▼
休
暇
を
利
用
し
て
大
島
へ
渡
り
、
勉
強
を

L
て
蹄

り
ま
す
と
此
の
仕
事
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
不
馴
れ
乍

ら
も
ど
う
に
か
纏
め
て
、
皆
様
の
お
手
許
〈
お
届
け

の
出
末
ま
し
た
事
を
う
れ
し
く
恩
ひ
ま
す
。

▼
近
江
滸
華
様
の
『
乃
木
将
軍
』
は
、
義
太
夫
を
知
ら

ぬ
私
逹
に
も
面
白
（
讀
め
ま
し
た
。
お
語
り
を
拝
醐

し
ま
し
た
ら
、
更
に
一
層
結
構
な
事
て
あ
り
ま
せ
う
。

▼
金
王
丸
氏
の
『
ラ
ヂ
オ
浮
曲
漫
評
』
は
前
織
に
休

み
ま
し
た
の
て
＂
今

lPJ
は
五
頁
に
も
な
り
ま
し
た
が

此
の
頁
を
一
氣

r
ぉ
書
き
下
さ
れ
ま
し
た
事
は
、
齋

籐
氏
の
『
文
榮
通
ひ
四

H
間
』
の
長
文
と
共
に
難
有

御
膿
申
上
ま
す
。

▼
本
誌
に
御
執
筆
下
さ
る
粛
伯
久
保
田
金
儒
氏
は
、

今
春
北
支
C

従
軍
さ
れ
ま
し
た
が
、
往
年
従
軍
せ
ら

れ
た
日
消
、

H
露
，
上
海
事
愛
及
び
今
度
の
支
那
事
髪

各
戦
役
の
寓
生
董
の
展
覧
會
を
、
七
月
十
九
日
か
ら

四
日
間
上
野
松
坂
屋
の
五
階
て
催
ほ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
載
役
闘
係
の
諸
名
士
の
題
字
を
以
て
巻
頭

を
飾
り
、
氏
の
彩
管
報
國
を
頗
る
意
義
あ
ら
し
め
ま

し
た
。

▼
春
に
植
え
た
池
の
慈
姑
が
元
氣
よ
く
伸
び
て
、
手

製
の
寛
か
ら
水
が
落
ら
て
ゐ
ま
す
°
夜
に
入
っ
て
校

正
を
し
て
ゐ
ま
す
と
、
ど
こ
か
て
鳴
く
郭
公
が
開
え

ま
す
、
多
分
豊
島
ヶ
丘
の
森
て
あ
り
ま
せ
う
。

▼
も
う
餘
白
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
て
失
證
致

し
ま
す
。
猛
景
の
折
柄
、
皆
々
様
御
機
嫁
よ
ろ
し
く

ー

邦

治

生

ー

（行痰日五廿回一月侮）

東
京
市
小
石
川
直
音
羽
一
丁
目
一
匹

登
行
所
太
雄
~
社

攘
彗
票
●

nI
一
七
＾
五
●

定

郵

税

三

錢

郵

税

共

償

郵

税

共

冒

｀

＿

ー

頁

一

金

試

拾

圏

料

特

別

一

頁

金

参

拾

圃

▼
記
念
寓
員
掲
載
料
は
一
頁
金
拾
五

闘
申
受
ま
す

▼
誌
代
は
緯
て
前
金
御
擁
込
の
事

第
▼
な
ろ
可
く
振
替
に
御
送
金
の
事

▼
郵
券
代
用
は
一
割
増
但
ー

1

一
錢
切
手

の
事

九拾八
昭
和
十
三
年
八
月
十
＿
―
-
日
印
刷
納
本

昭

和

十

三

年

八

月

十

五

日

頚

行

東
京
市
小
石
川
厖
音
祖

T
目
一
匹

頓

悶

心

富

取

壽

鹿

東
京
市
牛
込
厖
早
稲
田
町
五
八

印

刷

人

栗

原

榮

松

東
京
市
牛
込
ほ
早
稲
田
町
五
八

印

刷

所

栗

原

印

刷

所

電
話
牛
込
ー
四
五
一
番

ー（ 28 )-
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了
（
毎
月
一
阿
廿
五
＂
登
行
)

嶋
精
十
一
二
年

八

月

ャ

h;
n
m
田
納
＊
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紐
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年
八
月
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舞 見 御 中 暑

,
1
,＇
,

．

1
,
9
 

~
 

9

煉
羊
羮

、,1‘
、

＊
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